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公益社団法人 青梅法人会 
税と経営と地域の情報誌こだま

GO NISHITAMA

令和7年度 税制改正大綱
税務署からのお知らせ
税のコラム 税と暮らしを考えよう
～「電子記録債権について」～
青梅法人会活動レポート
　・西多摩ふれあい講演会　服部道子さん
　・令和7年賀詞交歓会・新入会員歓迎会
　・源泉部会西多摩市民講座
　・第57回青梅マラソン大会（給水所運営）
　・支部活動報告
特集：退任役員座談会
ZOOM UP
年会費改定のご案内
平成7年年度事業予定
【PR】原美装
【PR】多摩リハビリテーション学院専門学校
健康にアプローチ　
人 -ひと-   株式会社 JJ Company 河戸　映さん 
地元のおすすめ飲食店　とうふ工房ゆう（青梅市）
新入会員のご紹介/編集後記
法人会からのお知らせ

ダンサー、モデル　原 衣梨佳さん

～ 外国人をパートナーに  ～　
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2   KODAMA 　 

Q: 現在の活動は？
原さん : 東京駅近くにある常設のダンスシアター

「Anemoia Tokyo」に出演しています。月に 3～ 4
回ほどですが、当日は 1 日で 3 公演に出演するので、
日々のケアや体のメンテナンスも仕事の一部です。来
年はミュージカルへの出演が決まっていて、海外での
公演も予定しています。モデルとしてのお仕事もいただ
けるのですが、やっぱりダンスが好き。踊っているとき
が楽しいです。ダンスは踊れなくなるまで続けたいです。
　けがをした経験から、体のメンテナンスの大切さや
支えて下さるスタッフさんのありがたさを改めて実感しま
した。出演日以外にスタッフとして舞台に関わることもあ
り、将来は裏方として舞台をサポートする仕事もやって
いけたらと考えています。

Q: 地元の福生市について
原さん : 福生で生まれ育ち、今も住んでいます。福
生が大好きです。どの風景にも愛着があり、思い出が
あります。
　七夕まつりの司会は、プロのアナウンサーさんなどほ
かにもっと上手な人がいるので「私でいいのかな」と思っ
ていました。それでも、市民の皆さんが優しくて、温
かく見守ってくれてうれしかったです。民踊パレードも
盛り上がりました。これからも、地元での活動も続けて
いきたいです。

 

Q: 大会に出場したきっかけは？
原さん :小 3 のときからずっとクラシックバレエを続けて
いたのですが、留学中に足のじん帯のけがをしてしま
い、日本に帰国。ミュージカルへの転身を決意し、日々
練習に励んでいました。当時はけがのことやコロナ禍
での舞台の中止などが重なり、気持ち的には落ち込ん
でいて。そのようなときに、知人から「ミスコンに出て
みないか」と勧められました。私は身長が 175cm ある
のですが、留学先でも私が一番高いくらいで、バレエ
をしているときはコンプレックスでした。でも、この大会
ならそれが武器になるかもしれないと出場を決めました。
　日本の大会は 7 月だったのですが、3 月から月 1 で
対面での審査があり、大会に向けて準備をしました。
世界大会を見据えた日本代表を決める大会のため、
英語でのスピーチや日本の伝統・文化を表現するナショ
ナルコスチュームの審査もあります。ウオーキングやポー
ズの仕方もダンスとは違うので、オンラインレッスンでアド
バイスをもらいながら、くり返し練習しました。日本代表
に選ばれたときは驚きと喜びとともに、「世界で戦うのか」
とプレッシャーも感じていました。

Q: 世界大会の思い出は？
原さん : 世界大会では 10 日間ほどタイに滞在し、ほ
かの出場者や審査員と過ごしました。英語での自己紹
介や環境や平和についてのディスカッションだけでなく、
日常の所作なども審査対象。ムエタイの体験やアミュー
ズメント施設でほかの出場者と遊ぶ時間もありました。
私は、英語は得意ではないのですが、誰とでもすぐに
仲良くなれる性格なので、それもよかったのかなと思っ
ています。
　特技披露のコンテンポラリーダンスでは、よい印象を
残せたと感じました。自分がグランプリだと発表されたと
きは、信じられませんでしたが、グランプリは私の人生
の財産で、貴重な体験になりました。

内面を重視したミスコンの世界大会でグランプリ

さん

　福生市在住の原衣梨佳さん(27)は、2023年11月に開催された個性や内面の魅力を審査するコ
ンテスト「HERITAGE PAGEANTS 世界大会 2023」に日本代表として参加。16か国以上の参加者
で競ったミス部門で、初出場ながらグランプリを獲得しました。
　福生市内にあるバレエスタジオで９歳からクラシックバレエを始めた原さんは、福生三小から同一
中、青梅総合高校を経て、新国立劇場バレエ研修所に所属。２年の研修期間を過ごして、20歳でカナ
ダにバレエ留学したものの練習中にけがを負い帰国。バレエを続けるのが難しい状況となりました。失
意の中で「HERITAGE PAGEANTS JAPAN 2023」にエントリーすると、グランプリを獲得。タイで
開催された世界大会では英語での自己紹介、環境や平和についてのディスカッションなども経験。特技
披露でのコンテンポラリーダンスではその表現力が高い評価を得て、見事、世界の頂点に立ちました。
　現在は、ダンサーやモデルとして世界でも活躍する原さん。福生七夕まつりではオープニングセレモ
ニーのMCや民踊パレードで先頭を務めるなど、地域の活性化にも注力しています。

▲  ▲世界のミスが集う中でグランプリを獲得

ダンサー、モデル

原 衣梨佳 
Erika　Hara

福生市長を表敬訪問



3  KODAMA

Q: 現在の活動は？
原さん : 東京駅近くにある常設のダンスシアター

「Anemoia Tokyo」に出演しています。月に 3～ 4
回ほどですが、当日は 1 日で 3 公演に出演するので、
日々のケアや体のメンテナンスも仕事の一部です。来
年はミュージカルへの出演が決まっていて、海外での
公演も予定しています。モデルとしてのお仕事もいただ
けるのですが、やっぱりダンスが好き。踊っているとき
が楽しいです。ダンスは踊れなくなるまで続けたいです。
　けがをした経験から、体のメンテナンスの大切さや
支えて下さるスタッフさんのありがたさを改めて実感しま
した。出演日以外にスタッフとして舞台に関わることもあ
り、将来は裏方として舞台をサポートする仕事もやって
いけたらと考えています。

Q: 地元の福生市について
原さん : 福生で生まれ育ち、今も住んでいます。福
生が大好きです。どの風景にも愛着があり、思い出が
あります。
　七夕まつりの司会は、プロのアナウンサーさんなどほ
かにもっと上手な人がいるので「私でいいのかな」と思っ
ていました。それでも、市民の皆さんが優しくて、温
かく見守ってくれてうれしかったです。民踊パレードも
盛り上がりました。これからも、地元での活動も続けて
いきたいです。

 

Q: 大会に出場したきっかけは？
原さん :小 3 のときからずっとクラシックバレエを続けて
いたのですが、留学中に足のじん帯のけがをしてしま
い、日本に帰国。ミュージカルへの転身を決意し、日々
練習に励んでいました。当時はけがのことやコロナ禍
での舞台の中止などが重なり、気持ち的には落ち込ん
でいて。そのようなときに、知人から「ミスコンに出て
みないか」と勧められました。私は身長が 175cm ある
のですが、留学先でも私が一番高いくらいで、バレエ
をしているときはコンプレックスでした。でも、この大会
ならそれが武器になるかもしれないと出場を決めました。
　日本の大会は 7 月だったのですが、3 月から月 1 で
対面での審査があり、大会に向けて準備をしました。
世界大会を見据えた日本代表を決める大会のため、
英語でのスピーチや日本の伝統・文化を表現するナショ
ナルコスチュームの審査もあります。ウオーキングやポー
ズの仕方もダンスとは違うので、オンラインレッスンでアド
バイスをもらいながら、くり返し練習しました。日本代表
に選ばれたときは驚きと喜びとともに、「世界で戦うのか」
とプレッシャーも感じていました。

Q: 世界大会の思い出は？
原さん : 世界大会では 10 日間ほどタイに滞在し、ほ
かの出場者や審査員と過ごしました。英語での自己紹
介や環境や平和についてのディスカッションだけでなく、
日常の所作なども審査対象。ムエタイの体験やアミュー
ズメント施設でほかの出場者と遊ぶ時間もありました。
私は、英語は得意ではないのですが、誰とでもすぐに
仲良くなれる性格なので、それもよかったのかなと思っ
ています。
　特技披露のコンテンポラリーダンスでは、よい印象を
残せたと感じました。自分がグランプリだと発表されたと
きは、信じられませんでしたが、グランプリは私の人生
の財産で、貴重な体験になりました。

内面を重視したミスコンの世界大会でグランプリ

さん

　福生市在住の原衣梨佳さん(27)は、2023年11月に開催された個性や内面の魅力を審査するコ
ンテスト「HERITAGE PAGEANTS 世界大会 2023」に日本代表として参加。16か国以上の参加者
で競ったミス部門で、初出場ながらグランプリを獲得しました。
　福生市内にあるバレエスタジオで９歳からクラシックバレエを始めた原さんは、福生三小から同一
中、青梅総合高校を経て、新国立劇場バレエ研修所に所属。２年の研修期間を過ごして、20歳でカナ
ダにバレエ留学したものの練習中にけがを負い帰国。バレエを続けるのが難しい状況となりました。失
意の中で「HERITAGE PAGEANTS JAPAN 2023」にエントリーすると、グランプリを獲得。タイで
開催された世界大会では英語での自己紹介、環境や平和についてのディスカッションなども経験。特技
披露でのコンテンポラリーダンスではその表現力が高い評価を得て、見事、世界の頂点に立ちました。
　現在は、ダンサーやモデルとして世界でも活躍する原さん。福生七夕まつりではオープニングセレモ
ニーのMCや民踊パレードで先頭を務めるなど、地域の活性化にも注力しています。

▲  ▲世界のミスが集う中でグランプリを獲得

ダンサー、モデル

原 衣梨佳 
Erika　Hara

福生市長を表敬訪問



■中小企業者等の軽減税率の延長
　中小企業者等の法人税の軽減税率の特例は、次の見直
しを行った上、適用期限が２年延長され、令和9年3月31
日までに開始する事業年度となります。
①所得の金額が年10億円を超える事業年度について、所
得の金額のうち年800万円以下の金額に適用される税
率は15%から17％に引き上げられます。

②適用対象法人の範囲から通算法人は除外されます。

■中小企業投資促進税制の延長
　中小企業投資促進税制は、適用期限が２年延長され、令
和9年3月31日までに開始する事業年度までとなります。

■中小企業経営強化税制の延長
　中小企業者等が特定経営力向上設備等を取得した場
合の特別償却又は税額控除制度は、一定の措置を講じた
上、その適用期限が２年延長され令和9年3月31日までと
なります。

■企業版ふるさと納税制度の延長
　認定地方公共団体の寄附活用事業に関連する寄附をし
た場合の法人税額の特別控除制度は、適用期限が３年延
長され、令和10年3月31日までの特定寄附金に適用され
ます。

■リース取引についての取扱い
①オペレーティング・リース取引により資産の賃借を行っ
た場合、その取引の契約に基づきその法人が支払う金
額は、その金額のうち債務の確定した部分は、その確定
した日の属する事業年度に損金算入します。会計基準と
は異なる取扱いであるため、別表による調整が必要に
なります。

②リース譲渡に係る収益及び費用の帰属事業年度の特例
は、廃止されます。（適用時期については大綱上明記され
ていませんが一定の調整期間を設けると思われます。）
③令和９年４月１日以後に締結された所有権移転外リース
取引のリース資産の減価償却は、リース期間定額法の
計算で残価保証額を控除しないこととし、リース期間経
過時点に１円に達するまで償却が可能となります。

■防衛特別法人税の創設
　税額控除適用前の法人税額から基礎控除500万円を
控除した額の4%を、防衛特別法人税として課税する仕組
みが創設されます。令和8年4月1日以後に開始する事業
年度から適用されます。

■基礎控除の引上げ
　基礎控除は、合計所得金額が2,350万円以下である個
人の控除額を10万円引き上げ、58万円になります。所得
に応じた基礎控除は次のとおりです。

■給与所得控除
　給与所得控除は、55万円の最低保障額が65万円に引
き上げられます。

■特定親族特別控除
　居住者が生計を一にする年齢19歳以上23歳未満の親
族等で控除対象扶養親族に該当しないものを有する場合
に、その居住者のその年分の総所得金額等から次のとお
りの控除額が控除されます。

　大学生等の子がアルバイトをしている場合、子の収入金
額が103万円を超えることで、親の扶養親族から外れ、結
果として子の収入金額の手取り額の増加より、親の税負担
の増加が大きくなることを是正することを趣旨とします。

■同一生計配偶者及び扶養親族の合計所得金額要件の緩和
　同一生計配偶者及び扶養親族の合計所得要件が48万
円以下から58万円以下に引き上げられます。これは、基礎
控除の金額と一致させる取扱いです。

■ひとり親の生計を一にする子の総所得金額要件の緩和
　ひとり親の生計を一にする子の総所得金額等の合計額
の要件が48万円以下から58万円以下に引き上げられます。

■勤労学生の合計所得金額要件の緩和
　勤労学生の合計所得金額要件が75万円以下から85万
円以下に引き上げられます。

■家内労働者等の事業所得等の所得計算の特例の最低保
　障額の緩和
　家内労働者等の事業所得等の所得計算の特例につい
て、必要経費に算入する金額の最低保障額が55万円から
65万円に引き上げられます。いわゆる内職者に、給与所
得控除と同額の控除を認める制度であるため、給与所得
控除と一致させる趣旨です。
※前記の各改正は、令和7年分以後の所得税に適用され
ます。ただし、源泉徴収税額への影響は令和8年1月1日以
後支払う給与等及び公的年金等について適用されます。

■個人住民税の改正
　所得税の改正に合わせて個人住民税に、控除額等の見
直しが行われます。令和8年度分以後の個人住民税につい

て適用されます。

■生命保険料控除の見直し
　新生命保険料に係る一般生命保険料控除について、居
住者が年齢23歳未満の扶養親族を有する場合、令和８年
分の一般生命保険料控除の最大控除額を現在の4万円か
ら6万円に引き上げられます。ただし、一般生命保険料控
除、介護医療保険料控除及び個人年金保険料控除の合計
適用限度額は従来通り12万円となります。

■子育て世帯向け住宅ローン減税の改正
　引き下げ予定であった借入限度額は、特例対象個人（夫
婦どちらかが40歳未満あるいは19歳未満の子がいる）
の場合、取得した省エネ性能に優れた長期優良住宅に令
和７年の間に居住の用に供した場合でも、住宅借入金等
の年末残高の限度額5,000万は維持されます。

■確定拠出年金制度等の改正に合わせた対応
①企業型確定拠出年金制度のマッチング拠出について、
企業型年金加入者掛金の額は事業主掛金の額を超える
ことができないとする要件が廃止されます。また、拠出
限度額は、確定給付企業年金制度に加入していない者
は月額6.2万円、加入している者は月額6.2万円から確
定給付企業年金ごとの掛金相当額を控除した額、に引
き上げられます。
②個人型確定拠出年金制度は、60歳以上70歳未満で現
行の個人型確定拠出年金に加入できない者のうち、個
人型確定拠出年金の加入者・運用指図者であった者又
は私的年金の資産を個人型確定拠出年金に移換できる
者であって、老齢基礎年金及び個人型確定拠出年金の
老齢給付金を受給していない者を新たに制度の対象と
することとし、その拠出限度額は月額6.2万円となりま
す。拠出限度額については、第一号被保険者は月額7.5
万円、企業年金加入者は月額6.2万円から確定給付企
業年金ごとの掛金相当額及び企業型確定拠出年金の掛
金額を控除した額、企業年金に未加入の者は月額6.2万
円となります。

③国民年金基金の掛金額の上限は、月額7.5万円となりま
す。

■受益者等が存しない信託に受益者等が存在することに　
　なった場合
　受益者等の存しない信託である法人課税信託が、受益
者等が存することで法人課税信託に該当しないことと
なった場合、その法人課税信託が特定法人課税信託であ
るときは、その信託財産に属する特定株式は、特定株式を
その該当しないこととなった時における価額により取得し
たものとみなして、その受益者等の各年分の各種所得の
金額を計算するものとし、特定株式のその時の直前の帳
簿価額に相当する金額は、受益者等のその取得した日の
属する年分の各種所得の金額の計算上、総収入金額に算
入しないこととなります。

■退職所得の源泉徴収票の提出義務
　退職手当等の支払をする者は、退職手当等の支払を受
ける全ての居住者に係る退職所得の源泉徴収票を税務署
長に提出しなければならないこととなります。令和８年１月
１日以後に提出すべき退職所得の源泉徴収票について適
用されます。

■結婚・子育て資金の一括贈与制度の期限の延長
　直系尊属から結婚・子育て資金の一括贈与を受けた場
合の贈与税の非課税措置の適用期限が２年延長され、令
和9年3月31日までとなります。

■事業承継税制の改正
事業承継税制では、非上場株式等に係る贈与税の納税猶
予の特例制度における役員就任要件が、「役員として贈与
の日まで3年以上継続していること」から「贈与の直前に
役員であること」に緩和されます。令和7年1月1日以後の
贈与から適用されます。

　中小企業等経営強化法に規定する先端設備等導入計

画に基づき、中小事業者等が取得する生産性向上や賃上
げに資する一定の機械・装置等に係る固定資産税の課税
標準の特例措置は、次の見直しを行った上、その適用期限
が２年延長されます。
①対象資産を雇用者給与等支給額の引上げの方針を位
置づけた同計画に基づき取得する一定の機械・装置等
に限定します。
②当該機械・装置等に係る課税標準は、次のとおりとしま
す。

■輸出物品販売場における免税方式の見直し
①輸出物品販売場を経営する事業者が、免税購入対象者
に対して免税対象物品を譲渡した場合、購入者が購入し
た日から90日以内に出港地の税関長による確認を受け
たときは、その確認をした旨の情報を輸出物品販売場
を経営する事業者において保存することを要件に、その
免税対象物品の譲渡について、消費税が免除されます。

②免税購入対象者は、購入した免税対象物品について、出
国時に旅券等を提示して税関長の確認を受け、その確
認を受けた免税対象物品を国外に持ち出さなければな
らないこととされます。
③税関長は、輸出物品販売場を経営する事業者に対し、購
入記録情報ごとに、国税庁の免税販売管理システムを
通じて税関確認情報を提供するものとされます。

■免税対象物品の範囲の見直し
①消耗品について免税購入対象者の同一店舗一日当たり
の購入上限額及び特殊包装を廃止するとともに、一般
物品と消耗品の区分が廃止されます。

②免税販売の対象外とされている通常生活の用に供しな
いものの要件を廃止し、金地金等の不正の目的で購入
されるおそれが高い物品は、免税販売の対象外とされ
る物品として個別に定める仕組みとなります。

■免税販売手続の見直し
①船舶観光上陸許可等により上陸する者の免税販売手続
は、上陸許可書及び旅券の提示を求め、輸出物品販売
場を経営する事業者は、旅券番号に基づき購入記録情
報を提供するものとします。

②免税購入対象者が輸出物品販売場で運送契約を締結し、
その場で物品を運送事業者へ引き渡す、いわゆる「直
送」による免税販売方式は、輸出免税制度により消費税
を免除されることになります。輸出物品販売場での販売
は、購入者の不正が多く、輸出物品販売場の負担が大き
くなっていました。今回の改正で輸出物品販売場の負
担が相当軽減されることが見込まれます。

■グローバル・ミニマム課税への対応
　軽課税所得ルールへの対応及び国内ミニマム課税に
対応するための法整備を行います。国際的な、税率の引
下げ競争を防止する趣旨の改正です。

■ガソリン税の引下げ
　ガソリンの暫定税率は廃止される見込みです。具体的
な実施時期等については、今後協議される見込みです。報
道等で大きく取り上げられていた部分ですが、生活に直
結する減税となります。

☆記事内容についてのお問合せは…
ＴIS税理士法人
税理士　飯田 聡一郎
TEL： 03-5363-5958
FAX： 03-5363-5449
HP: http://www.iida-office.jp/

法人税関係

相続税・贈与税関係

所得税・住民税関係

消費税関係

その他

資産税関係
東京法人会連合会

中小企業に対する軽減税率は維持！
税と社会保障の問題への対応が始まる！

　政府は、令和６年12月27日に令和７年度税制改正大綱を閣議決定しました。
　法人会が提言していた中小企業に対する軽減税率・投資促進税制などは２年間延長され、
税と社会保障制度に対するあり方をめぐって個人所得課税では、基礎控除・給与所得控除が
引き上げられることで、「年収の壁」への対応が始まりました。主な内容をお知らせします。

令和7年度 税制改正大綱

本人の合計所得金額
2,350万円以下

2,350万円超　2,400万円以下
2,400万円超　2,450万円以下
2,450万円超　2,500万円以下

基礎控除
58万円
48万円
32万円
16万円

親族等の合計所得金額
58万円超　85万円以下
85万円超　90万円以下
90万円超　95万円以下
  95万円超　100万円以下
100万円超　105万円以下
105万円超　110万円以下
110万円超　115万円以下
115万円超　120万円以下
120万円超　123万円以下

控除額
63万円
61万円
51万円
41万円
31万円
21万円
11万円
6万円
6万円

雇用者給与等支給額
1.5％以上引上げ
3％以上引上げ

軽減期間
3年間
5年間

課税標準額
2分の1
4分の1
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■中小企業者等の軽減税率の延長
　中小企業者等の法人税の軽減税率の特例は、次の見直
しを行った上、適用期限が２年延長され、令和9年3月31
日までに開始する事業年度となります。
①所得の金額が年10億円を超える事業年度について、所
得の金額のうち年800万円以下の金額に適用される税
率は15%から17％に引き上げられます。

②適用対象法人の範囲から通算法人は除外されます。

■中小企業投資促進税制の延長
　中小企業投資促進税制は、適用期限が２年延長され、令
和9年3月31日までに開始する事業年度までとなります。

■中小企業経営強化税制の延長
　中小企業者等が特定経営力向上設備等を取得した場
合の特別償却又は税額控除制度は、一定の措置を講じた
上、その適用期限が２年延長され令和9年3月31日までと
なります。

■企業版ふるさと納税制度の延長
　認定地方公共団体の寄附活用事業に関連する寄附をし
た場合の法人税額の特別控除制度は、適用期限が３年延
長され、令和10年3月31日までの特定寄附金に適用され
ます。

■リース取引についての取扱い
①オペレーティング・リース取引により資産の賃借を行っ
た場合、その取引の契約に基づきその法人が支払う金
額は、その金額のうち債務の確定した部分は、その確定
した日の属する事業年度に損金算入します。会計基準と
は異なる取扱いであるため、別表による調整が必要に
なります。

②リース譲渡に係る収益及び費用の帰属事業年度の特例
は、廃止されます。（適用時期については大綱上明記され
ていませんが一定の調整期間を設けると思われます。）
③令和９年４月１日以後に締結された所有権移転外リース
取引のリース資産の減価償却は、リース期間定額法の
計算で残価保証額を控除しないこととし、リース期間経
過時点に１円に達するまで償却が可能となります。

■防衛特別法人税の創設
　税額控除適用前の法人税額から基礎控除500万円を
控除した額の4%を、防衛特別法人税として課税する仕組
みが創設されます。令和8年4月1日以後に開始する事業
年度から適用されます。

■基礎控除の引上げ
　基礎控除は、合計所得金額が2,350万円以下である個
人の控除額を10万円引き上げ、58万円になります。所得
に応じた基礎控除は次のとおりです。

■給与所得控除
　給与所得控除は、55万円の最低保障額が65万円に引
き上げられます。

■特定親族特別控除
　居住者が生計を一にする年齢19歳以上23歳未満の親
族等で控除対象扶養親族に該当しないものを有する場合
に、その居住者のその年分の総所得金額等から次のとお
りの控除額が控除されます。

　大学生等の子がアルバイトをしている場合、子の収入金
額が103万円を超えることで、親の扶養親族から外れ、結
果として子の収入金額の手取り額の増加より、親の税負担
の増加が大きくなることを是正することを趣旨とします。

■同一生計配偶者及び扶養親族の合計所得金額要件の緩和
　同一生計配偶者及び扶養親族の合計所得要件が48万
円以下から58万円以下に引き上げられます。これは、基礎
控除の金額と一致させる取扱いです。

■ひとり親の生計を一にする子の総所得金額要件の緩和
　ひとり親の生計を一にする子の総所得金額等の合計額
の要件が48万円以下から58万円以下に引き上げられます。

■勤労学生の合計所得金額要件の緩和
　勤労学生の合計所得金額要件が75万円以下から85万
円以下に引き上げられます。

■家内労働者等の事業所得等の所得計算の特例の最低保
　障額の緩和
　家内労働者等の事業所得等の所得計算の特例につい
て、必要経費に算入する金額の最低保障額が55万円から
65万円に引き上げられます。いわゆる内職者に、給与所
得控除と同額の控除を認める制度であるため、給与所得
控除と一致させる趣旨です。
※前記の各改正は、令和7年分以後の所得税に適用され
ます。ただし、源泉徴収税額への影響は令和8年1月1日以
後支払う給与等及び公的年金等について適用されます。

■個人住民税の改正
　所得税の改正に合わせて個人住民税に、控除額等の見
直しが行われます。令和8年度分以後の個人住民税につい

て適用されます。

■生命保険料控除の見直し
　新生命保険料に係る一般生命保険料控除について、居
住者が年齢23歳未満の扶養親族を有する場合、令和８年
分の一般生命保険料控除の最大控除額を現在の4万円か
ら6万円に引き上げられます。ただし、一般生命保険料控
除、介護医療保険料控除及び個人年金保険料控除の合計
適用限度額は従来通り12万円となります。

■子育て世帯向け住宅ローン減税の改正
　引き下げ予定であった借入限度額は、特例対象個人（夫
婦どちらかが40歳未満あるいは19歳未満の子がいる）
の場合、取得した省エネ性能に優れた長期優良住宅に令
和７年の間に居住の用に供した場合でも、住宅借入金等
の年末残高の限度額5,000万は維持されます。

■確定拠出年金制度等の改正に合わせた対応
①企業型確定拠出年金制度のマッチング拠出について、
企業型年金加入者掛金の額は事業主掛金の額を超える
ことができないとする要件が廃止されます。また、拠出
限度額は、確定給付企業年金制度に加入していない者
は月額6.2万円、加入している者は月額6.2万円から確
定給付企業年金ごとの掛金相当額を控除した額、に引
き上げられます。
②個人型確定拠出年金制度は、60歳以上70歳未満で現
行の個人型確定拠出年金に加入できない者のうち、個
人型確定拠出年金の加入者・運用指図者であった者又
は私的年金の資産を個人型確定拠出年金に移換できる
者であって、老齢基礎年金及び個人型確定拠出年金の
老齢給付金を受給していない者を新たに制度の対象と
することとし、その拠出限度額は月額6.2万円となりま
す。拠出限度額については、第一号被保険者は月額7.5
万円、企業年金加入者は月額6.2万円から確定給付企
業年金ごとの掛金相当額及び企業型確定拠出年金の掛
金額を控除した額、企業年金に未加入の者は月額6.2万
円となります。

③国民年金基金の掛金額の上限は、月額7.5万円となりま
す。

■受益者等が存しない信託に受益者等が存在することに　
　なった場合
　受益者等の存しない信託である法人課税信託が、受益
者等が存することで法人課税信託に該当しないことと
なった場合、その法人課税信託が特定法人課税信託であ
るときは、その信託財産に属する特定株式は、特定株式を
その該当しないこととなった時における価額により取得し
たものとみなして、その受益者等の各年分の各種所得の
金額を計算するものとし、特定株式のその時の直前の帳
簿価額に相当する金額は、受益者等のその取得した日の
属する年分の各種所得の金額の計算上、総収入金額に算
入しないこととなります。

■退職所得の源泉徴収票の提出義務
　退職手当等の支払をする者は、退職手当等の支払を受
ける全ての居住者に係る退職所得の源泉徴収票を税務署
長に提出しなければならないこととなります。令和８年１月
１日以後に提出すべき退職所得の源泉徴収票について適
用されます。

■結婚・子育て資金の一括贈与制度の期限の延長
　直系尊属から結婚・子育て資金の一括贈与を受けた場
合の贈与税の非課税措置の適用期限が２年延長され、令
和9年3月31日までとなります。

■事業承継税制の改正
事業承継税制では、非上場株式等に係る贈与税の納税猶
予の特例制度における役員就任要件が、「役員として贈与
の日まで3年以上継続していること」から「贈与の直前に
役員であること」に緩和されます。令和7年1月1日以後の
贈与から適用されます。

　中小企業等経営強化法に規定する先端設備等導入計
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が２年延長されます。
①対象資産を雇用者給与等支給額の引上げの方針を位
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に限定します。
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は、購入者の不正が多く、輸出物品販売場の負担が大き
くなっていました。今回の改正で輸出物品販売場の負
担が相当軽減されることが見込まれます。

■グローバル・ミニマム課税への対応
　軽課税所得ルールへの対応及び国内ミニマム課税に
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本人の合計所得金額
2,350万円以下

2,350万円超　2,400万円以下
2,400万円超　2,450万円以下
2,450万円超　2,500万円以下

基礎控除
58万円
48万円
32万円
16万円

親族等の合計所得金額
58万円超　85万円以下
85万円超　90万円以下
90万円超　95万円以下
  95万円超　100万円以下
100万円超　105万円以下
105万円超　110万円以下
110万円超　115万円以下
115万円超　120万円以下
120万円超　123万円以下

控除額
63万円
61万円
51万円
41万円
31万円
21万円
11万円
6万円
6万円

雇用者給与等支給額
1.5％以上引上げ
3％以上引上げ

軽減期間
3年間
5年間

課税標準額
2分の1
4分の1

－法人会の税制改正提言－

KODAMA5  
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税理
士 久保田先生の
税 の コ ラ ム

「電子記録債権について」
　従来、事業者が事業活動で活用する金銭債権としては、手形や小切手、売掛債権（指名
債権）などが一般的でしたが、紙媒体の手形・小切手は、2026年度末までに廃止されるこ
とが予定されており、三井住友銀行は2025年9月に既存の顧客向けの手形・小切手帳の
発行を終了し、2026年9月末を手形・小切手の決済期限とすることを公表しました。

　電子記録債権とは、手形・指名債権（売掛債権等）の問題点（作成や保管のコスト、盗難や紛失のリスク、
債権の不存在や二重譲渡リスク、分割が出来ない）を克服した金銭債権で、電子記録債権の発生・譲渡は、
電子債権記録機関の記録原簿に電子記録することが、その効力発生の要件となるものです。
　この電子債権記録機関は、記録原簿を備え、利用者の請求にもとづき電子記録や債権内容の開示を行
なうこと等を主業務とする電子記録債権の登記所のような存在で、2025年2月時点で5社ありますが、
ここでは株式会社全銀電子債権ネットワークが扱う「でんさいネット」について紹介します。

①手形的利用が可能・・・現行の手形と同様の利用方法を採用し、手形の取引停止処分制度と類似の制度が
整備されています。
②全銀行参加型・・・既存の銀行間の決済システムを利用し、確実に資金回収できる仕組みの提供が可能です。
③間接アクセス方式の採用・・・既存の取引金融機関を経由してでんさいネットにアクセスする方式により、
現在利用している窓口金融機関をそのまま利用できます。

①「でんさい」の発生・・・取引により債権が発生し、窓口金融機関を通じてでんさいネットの記録原簿に「発
生記録」を行うことで、「でんさい」が発生します。
↓
②「でんさい」の譲渡・・・従来の裏書きを行う場合、窓口金融機関を通じてでんさいネットの記録原簿に譲
渡記録を行うことで、でんさいを譲渡でき、必要に応じて債権を分割して譲渡することもできます。
↓
③「でんさい」の支払・・・支払期日になると、自動的に支払企業の口座から資金を引落し、納入企業の口座
へ払込みが行われ、支払が完了した旨を支払等記録としてでんさいネットが記録しますので、面倒な手続
きは一切不要です。また、手形と異なり、納入企業は支払期日当日から資金を利用することができます。

①コストの削減・・・費用は金融機関に支払う手数料のみで、印紙税や郵送料などは不要となります。
②事務負担の軽減・・・ウェブ上での支払情報の入力と承認のみで作業は終了し、領収書の受取も不要にで
きますので、事務負荷の軽減が見込めます。
③紛失や盗難リスクの回避・・・現物がないので紛失・盗難リスク、手形の誤封入、郵送遅延リスク、災害時で
の支払遅延等のリスクが回避できます。
④支払手段の一本化・・・手形、振込、一括決済等の複数の決済手段をすべてオンライン上で完結すること
ができます。

①コストの削減・・・領収書に貼付けする印紙代が不要となり、取引先への領収書郵送料等も不要と
なります。
②事務負担の軽減・・・領収書発行作業や金融機関への取立依頼がなく、Web上で債権内容を確認
するのみとなります。
③入金リスクの軽減・・・地震や水害などの災害時でも期日どおりに資金の受取が可能で、支払期日
に自動入金されるため取立失念リスクが解消されます。
④資金繰りの円滑化・・・手形のように裏書譲渡が可能で、支払期日前に割引として活用することも出
来ます。また、必要な分だけ分割して利用が可能ですので資金繰りに役立てる事ができます。

※でんさいネットの利用料金については窓口金融機関が定めていますが、発生記録手数料は１件当たり数百円、入金手数料は
　無料から1件当たり数百円の例が多いようです。
※でんさいネットを利用する場合は、支払側だけでなく、受取側も利用者になる必要があります。

久保田昌章税理士事務所　税理士 久保田昌章

この紙媒体の手形・小切手の代替手段の一つに電子記録債権があります。

でんさいネットには次の特徴があります。

電子債権である「でんさい」の取引の流れは次のとおりです。

このでんさいの利用により、債権支払企業には次のメリットが想定されます。

債権受取企業のメリット
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青梅法人会　活動レポート［2025年 1 月］青梅法人会　活動レポート［2025年 1 月］

パリ五輪と女子プロゴルフ界のこれから
～健康に生きるコツ～

西多摩ふれあい講演会

令和7年1月25日（土）、羽村市のプリモホールゆとろぎ小ホールにおいて、「西多摩ふれあい講演会」
を開催いたしました。今回はプロゴルファーの服部道子氏、河邊雄一郎氏をお迎えしてトークイベ
ントを開催いたしましたが、おふたりの軽妙な掛け合いと貴重なお話に、会場は終始温かい雰囲気
に包まれました。参加者の皆様からは、「プロの経験談・オリンピックの舞台裏の話などを聞けて
よかった」「スポーツに対する考え方が変わった」など嬉しい感想が寄せられ、盛況のうちに終了
いたしました。
今回、恒例の西多摩ふれあい講演会の幹事が当福生支部ということで、数ヶ月前より打合せの会議
を重ねてまいりましたが、開催にあたっては、大勢の皆さまよりご支援を賜りました。ご協力いた
だきました皆様に心より感謝申し上げます。今後も有意義な事業を企画してまいりますので、引き
続きご支援のほどよろしくお願いいたします。 福生支部長　露木禎尚

河邊雄一郎プロ

司
会
の
露
木
支
部
長

謝
辞
を
述
べ
る
指
田
副
会
長

あいさつする菊池会長

服部道子プロ

レ
ッ
ス
ン
す
る
服
部
プ
ロ

青梅法人会令和７年賀詞交歓会・新入会員歓迎会

組織委員長　鈴木　誠　

　1 月 7 日、羽村プリモホールゆとろぎレセプションホールにおい
て「令和7年 新年賀詞交歓会・新入会員歓迎会」を開催いたしました。
当日はご来賓・金融機関の皆様・会員企業等約 120 名の皆様にご
参加いただき、華やかに新年の幕開けを祝うことができました。開
会にあたって菊池会長より新年の挨拶があり、一年間の活動を振り
返り今年の展望について抱負が述べられました。また青梅税務署長
はじめ多数のご来賓の皆さまの紹介がありました。特に本年は、懇
親会開始後に新入会員の皆さまに一言ずつ自己紹介いただくなどの
工夫を凝らし、恒例となっている賀詞交歓会をより充実したものに
できたのではないかと自負しております。今回新たな仲間を迎え、
法人会活動がより活発なものになると期待されております。引き続
き、皆さまのご支援・ご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。
　ご参加いただきました皆様、誠にありがとうございました。

新入会員の皆様

菊池会長加藤福生市長 青梅税務署 内田署長
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青梅法人会　活動レポート［2025年 1-3 月］青梅法人会　活動レポート［2025年 1-3 月］

源泉部会副部会長　井上真章

　さる 1 月 16 日、羽村市生涯学習センター　プリモホールゆ
とろぎ小ホールにおいて、源泉部会主催にて講演会を開催い
たしました。
　当初は動員に苦慮いたしましたが、当日は 200 名を超える
参加者をいただくことができました。
　講演では宇宙開発の現状やロケットエンジンの仕組みから
開発の課題、将来の展望に至るまで、具体的な事例を交えな
がら分かりやすく解説していただきました。中小企業の集ま
りである法人会としては、宇宙産業に中小企業がどのように
関わることができるのかといったテーマには多くの参加者が
関心を寄せていたと思われ、講演後の質疑応答では、技術や
民間企業参入についての質問が相次ぎ、参加者の高い関心が
うかがえました。三原氏も一つひとつの質問に対し丁寧にお
答えくださり、宇宙開発への理解が一層深まる機会となった

と思われます。
　多くの方々にとって新たな気づきや学びの場となったこと
を嬉しく思います。本講演会の開催にあたり、多大なるご協
力を賜りました羽村市教育委員会をはじめとする後援団体の
皆様、そして青梅信用金庫、西武信用金庫、多摩信用金庫を
はじめとする協力団体の皆様に、心より御礼申し上げます。
今後も、青梅法人会では、多様な分野で活躍される専門家を
お招きし、地域の皆様にとって有益な講演会を企画してまい
ります。引き続きのご支援、ご協力のほど、よろしくお願い
申し上げます。

源泉部会 西多摩市民講座

　2 月 16 日（日）、第 57 回青梅マラソン大会が開催されま
した。青梅法人会では本年も社会貢献事業としてコース沿
いに給水ポイントを設置いたしました。この事業は平成 25
年より青梅西部支部により、自主的に開始され、昨年より
は大会公式の給水所に認定され、法人会全体対応の一大事
業に成長いたしました。当日は朝から快晴で絶好のマラソ
ン日和。給水所では懸命に走るランナーのさまざまな表情
が見られました。疲れが見え始めるランナーもいたようで
すが、我々の応援に笑顔で応えてくれる場面もあり、給水ポイントがただの水分補給の場ではなく、
エネルギースポットになっていることを実感しました。また本年は日本航空高校石川 東京 青梅校 の
生徒の皆さんにもご協力いただき、雰囲気を一気に明るくすることができました。彼らの協力のおか
げで、よりスムーズな運営ができたことに感謝いたします。
本年も大会の成功を支える一員として協力できたことは、法人会会員としても地域に貢献できるいい
機会だったと思います。参加いただいた皆さま、本当にお疲れさまでした！ 来年も青梅マラソンでお
会いしましょう！

第 57回青梅マラソン大会　給水所運営

青梅西部支部長　福島則行

　2025 年 2 月 22 日 ( 土 )　青梅第一・青梅西部支部合同バス研修を
開催。当日は天気も良く、朝も暖かく感じました。
　11 時頃に「舞浜アンフィシアター」に到着。1 時間程、近隣の「イ
クスピアリ」にて買い物を楽しんだ後、「美女と野獣」を観覧。
　席も非常に前の方であり、観覧後は「涙を流した」との感想も聞か
れるほど非常に感動的な講演とのことでした。
　その後、17 時 30 分頃に「寿司忠」にて懇親会を開催（参加者 15 名）。
懇親会も盛り上がったようであり、非常に楽しいバス研修だったと思
います。
　　　　　　　　　　　　　　

ロケットエンジンを開発するということ青梅第一・青梅西部支部合同バス研修

青梅西部支部長　福島則行

　3 月 1 日（土）　参加者 17 名。当日は天気も良く、
非常に暖かい一日でした。まず、バスは日本橋へ出発。
「神田川クルーズ」では江戸城の石垣や川から眺める秋
葉原や浅草橋を見学。天気も良かったこともあり、船
の上から東京都内は非常に見ごたえがあり、あっとい
う間の１時間半でした。その後、銀座「らん月」にて昼食。
楽しい会話と豪華なランチを堪能しました。
　最後に旧岩崎庭園を観覧。旧財閥豪邸宅の非常に豪
華な装飾や、広大な敷地内の庭園を見学。子どもの見
学者も「勉強になった」との声をいただきました。怪
我無く、時間もほぼ予定通りの楽しいバス研修となり
ました。
　　　　　　　　　　　　　　

青梅南部支部・日帰りバス研修

女性部会　新年会 福生支部　新役員による顔合わせ会

青梅南部支部長　中嶋規夫

　羽村東西支部 (3/2 開催 ) と瑞穂第二支部 (3/8 開催 )
におきまして、それぞれ瑞穂町のクリリンベリーに
て交流事業のいちご狩りを開催いたしました。昨年
大好評だったため、2年続けての開催となりましたが、
それぞれ約 100 名という昨年を上回る参加者となり
ました。8 日土曜日は雪がちらつく天候でしたが、ハ
ウスの中は寒くもなく、多くの家族連れの方も参加
され、赤く熟したいちごを心ゆくまで堪能されてい
ました。会員同士の親睦も深めることができ、笑顔
あふれる楽しい一日となりました。ご参加いただい
た皆様、ありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　　　

　福生支部は、16年前に5支部を統合して1つになりました。
その時に各支部の役員がそのまま留任することで新支部が
スタートしましたが、それからほとんど手をつけられてい
ませんでした。しかし、新しい方にも事業に積極的に参加
していただくた
め、昨年の秋から
4 ケ月かけて、新
しい役員の選任作
業を進め 1 月 30
日に総勢約 50 名
による新役員によ
る顔合わせ会を開
催しました！
新しい福生支部の
スタートです。

　1 月 28 日（火）、
参加者33名を迎え「青
梅税務署長講演会・
新年会」を開催いた
しました。青梅税務
署の内田署長には「税
務調査の話をしま
しょう」と題したご

講演を賜り、普段はなかなか耳にする機会のない貴重なお話
を伺うことができました。講演はとても興味深く、学びの多
い時間となりました。当日は「着物愛好会」のコミュニティ
倶楽部の皆様をはじめ数名の方がお着物を身にまとい、新年
会らしい華やかな雰囲気が会場を彩りました。さらに、催し
物としてビンゴ大会を開催し、参加者全員に景品をお渡しす
ることができました。皆様にお喜びいただけて、新春にふさ
わしい温かな交流の場となりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　女性部会長　小峰三枝子

瑞穂第二支部長　田中道治

いちご狩り　羽村東西支部 (3/2 開催 )・瑞穂第二支部 (3/8 開催 )
羽村東西支部 瑞穂第二支部

福生支部長　
　　　　露木禎尚

ケン太くんとイータくん
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青梅法人会　活動レポート［2025年 1-3 月］青梅法人会　活動レポート［2025年 1-3 月］

源泉部会副部会長　井上真章

　さる 1 月 16 日、羽村市生涯学習センター　プリモホールゆ
とろぎ小ホールにおいて、源泉部会主催にて講演会を開催い
たしました。
　当初は動員に苦慮いたしましたが、当日は 200 名を超える
参加者をいただくことができました。
　講演では宇宙開発の現状やロケットエンジンの仕組みから
開発の課題、将来の展望に至るまで、具体的な事例を交えな
がら分かりやすく解説していただきました。中小企業の集ま
りである法人会としては、宇宙産業に中小企業がどのように
関わることができるのかといったテーマには多くの参加者が
関心を寄せていたと思われ、講演後の質疑応答では、技術や
民間企業参入についての質問が相次ぎ、参加者の高い関心が
うかがえました。三原氏も一つひとつの質問に対し丁寧にお
答えくださり、宇宙開発への理解が一層深まる機会となった

と思われます。
　多くの方々にとって新たな気づきや学びの場となったこと
を嬉しく思います。本講演会の開催にあたり、多大なるご協
力を賜りました羽村市教育委員会をはじめとする後援団体の
皆様、そして青梅信用金庫、西武信用金庫、多摩信用金庫を
はじめとする協力団体の皆様に、心より御礼申し上げます。
今後も、青梅法人会では、多様な分野で活躍される専門家を
お招きし、地域の皆様にとって有益な講演会を企画してまい
ります。引き続きのご支援、ご協力のほど、よろしくお願い
申し上げます。

源泉部会 西多摩市民講座

　2 月 16 日（日）、第 57 回青梅マラソン大会が開催されま
した。青梅法人会では本年も社会貢献事業としてコース沿
いに給水ポイントを設置いたしました。この事業は平成 25
年より青梅西部支部により、自主的に開始され、昨年より
は大会公式の給水所に認定され、法人会全体対応の一大事
業に成長いたしました。当日は朝から快晴で絶好のマラソ
ン日和。給水所では懸命に走るランナーのさまざまな表情
が見られました。疲れが見え始めるランナーもいたようで
すが、我々の応援に笑顔で応えてくれる場面もあり、給水ポイントがただの水分補給の場ではなく、
エネルギースポットになっていることを実感しました。また本年は日本航空高校石川 東京 青梅校 の
生徒の皆さんにもご協力いただき、雰囲気を一気に明るくすることができました。彼らの協力のおか
げで、よりスムーズな運営ができたことに感謝いたします。
本年も大会の成功を支える一員として協力できたことは、法人会会員としても地域に貢献できるいい
機会だったと思います。参加いただいた皆さま、本当にお疲れさまでした！ 来年も青梅マラソンでお
会いしましょう！

第 57回青梅マラソン大会　給水所運営

青梅西部支部長　福島則行

　2025 年 2 月 22 日 ( 土 )　青梅第一・青梅西部支部合同バス研修を
開催。当日は天気も良く、朝も暖かく感じました。
　11 時頃に「舞浜アンフィシアター」に到着。1 時間程、近隣の「イ
クスピアリ」にて買い物を楽しんだ後、「美女と野獣」を観覧。
　席も非常に前の方であり、観覧後は「涙を流した」との感想も聞か
れるほど非常に感動的な講演とのことでした。
　その後、17 時 30 分頃に「寿司忠」にて懇親会を開催（参加者 15 名）。
懇親会も盛り上がったようであり、非常に楽しいバス研修だったと思
います。
　　　　　　　　　　　　　　

ロケットエンジンを開発するということ青梅第一・青梅西部支部合同バス研修

青梅西部支部長　福島則行

　3 月 1 日（土）　参加者 17 名。当日は天気も良く、
非常に暖かい一日でした。まず、バスは日本橋へ出発。
「神田川クルーズ」では江戸城の石垣や川から眺める秋
葉原や浅草橋を見学。天気も良かったこともあり、船
の上から東京都内は非常に見ごたえがあり、あっとい
う間の１時間半でした。その後、銀座「らん月」にて昼食。
楽しい会話と豪華なランチを堪能しました。
　最後に旧岩崎庭園を観覧。旧財閥豪邸宅の非常に豪
華な装飾や、広大な敷地内の庭園を見学。子どもの見
学者も「勉強になった」との声をいただきました。怪
我無く、時間もほぼ予定通りの楽しいバス研修となり
ました。
　　　　　　　　　　　　　　

青梅南部支部・日帰りバス研修

女性部会　新年会 福生支部　新役員による顔合わせ会

青梅南部支部長　中嶋規夫

　羽村東西支部 (3/2 開催 ) と瑞穂第二支部 (3/8 開催 )
におきまして、それぞれ瑞穂町のクリリンベリーに
て交流事業のいちご狩りを開催いたしました。昨年
大好評だったため、2年続けての開催となりましたが、
それぞれ約 100 名という昨年を上回る参加者となり
ました。8 日土曜日は雪がちらつく天候でしたが、ハ
ウスの中は寒くもなく、多くの家族連れの方も参加
され、赤く熟したいちごを心ゆくまで堪能されてい
ました。会員同士の親睦も深めることができ、笑顔
あふれる楽しい一日となりました。ご参加いただい
た皆様、ありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　　　

　福生支部は、16年前に5支部を統合して1つになりました。
その時に各支部の役員がそのまま留任することで新支部が
スタートしましたが、それからほとんど手をつけられてい
ませんでした。しかし、新しい方にも事業に積極的に参加
していただくた
め、昨年の秋から
4 ケ月かけて、新
しい役員の選任作
業を進め 1 月 30
日に総勢約 50 名
による新役員によ
る顔合わせ会を開
催しました！
新しい福生支部の
スタートです。

　1 月 28 日（火）、
参加者33名を迎え「青
梅税務署長講演会・
新年会」を開催いた
しました。青梅税務
署の内田署長には「税
務調査の話をしま
しょう」と題したご

講演を賜り、普段はなかなか耳にする機会のない貴重なお話
を伺うことができました。講演はとても興味深く、学びの多
い時間となりました。当日は「着物愛好会」のコミュニティ
倶楽部の皆様をはじめ数名の方がお着物を身にまとい、新年
会らしい華やかな雰囲気が会場を彩りました。さらに、催し
物としてビンゴ大会を開催し、参加者全員に景品をお渡しす
ることができました。皆様にお喜びいただけて、新春にふさ
わしい温かな交流の場となりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　女性部会長　小峰三枝子

瑞穂第二支部長　田中道治

いちご狩り　羽村東西支部 (3/2 開催 )・瑞穂第二支部 (3/8 開催 )
羽村東西支部 瑞穂第二支部

福生支部長　
　　　　露木禎尚

ケン太くんとイータくん
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田
中
　
本
日
は
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。ま
ず
は
お
一
人
ず
つ
、法
人

会
の
思
い
出
な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

石
井
　
私
は
、法
人
会
へ
は
税
理
士
さ
ん
か
ら

の
勧
め
で
入
会
し
、は
じ
め
は
名
前
だ
け
の
よ

う
な
会
員
で
し
た
。平
成
７
年
に
、当
時
の
羽

村
支
部
の
副
会
長
さ
ん
か
ら
羽
村
東
支
部
の

幹
事
を
や
ら
な
い
か
と
言
わ
れ
て
、そ
こ
か
ら

活
動
や
会
合
な
ど
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。一
番
の
思
い
出
は
、羽
村
支
部
が
担
当

し
た
平
成
24
年
の
西
多
摩
ふ
れ
あ
い
祭
。こ
の

と
き
の
講
師
は
猪
瀬
副
知
事
だ
っ
た
の
で
す

が
、当
日
時
間
に
な
っ
て
も
現
れ
ず
、事
務
所
に

電
話
し
て
も
連
絡
が
取
れ
な
い
状
態
で
し
た
。

10
分
ほ
ど
遅
れ
て
到
着
さ
れ
て
、な
ん
と
か

な
っ
た
か
ら
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、担
当
だ
っ
た

の
で
と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

指
田
　
う
ち
は
父
親
が
カ
ナ
ダ
で
旅
行
中
に

亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、ま
っ
た
く
引
継
ぎ

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。だ
か
ら
、商
売
を
し

て
い
る
人
に
情
報
を
聞
き
た
か
っ
た
。そ
ん
な

中
で
、法
人
会
で「
七
転
び
八
起
き
」と
い
う
講

演
会
が
あ
り
、こ
れ
に
と
て
も
感
動
し
て
、そ

て
参
加
さ
せ
る
の
か

を
考
え
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

指
田
　
全
支
部
で
日

程
を
合
わ
せ
て
、一

斉
に
会
員
増
強
を
す

る
日
を
決
め
る
の
は

ど
う
で
し
ょ
う
。

小
町
　
新
入
会
員
さ
ん
に
は
支
部
長
さ
ん
か
ら

声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、必
ず
一
度
会
合
に
参
加

し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
す
る
な
ど
も
考
え
て
い

き
た
い
で
す
。

田
中
　
こ
れ
か
ら
活
躍
さ
れ
る
20
代
、30
代
の
若

い
経
営
者
の
方
に
対
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

小
林
　
議
員
さ
ん
は
２
代
目
、３
代
目
が
い
ま
す

が
、法
人
会
に
は
あ
ま
り
い
な
い
で
す
ね
。二
世
の

人
た
ち
に
も
、ぜ
ひ
入
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

指
田
　
青
年
部
の
活
動
は
活
発
な
の
で
、支
部

に
も
足
を
向
け
て
い
た
だ
き
た
い
。あ
と
は
、ま

ず
仕
事
を
頑
張
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
。法
人
会

は
い
い
息
抜
き
に
な
り
ま
す
。

小
町
　
皆
さ
ん
社
長
さ
ん
な
の
で
、会
社
で

は
息
を
抜
け
な
い
と
思
い
ま
す
。法
人
会
に

来
れ
ば
社
長
さ
ん
同
士
な
の
で
、色
々
な
話

が
で
き
ま
す
。青
梅
法
人
会
は
西
多
摩
全
域

な
の
で
、様
々

な
会
員
さ
ん

が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
ぜ

ひ
、法
人
会
を

活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い

で
す
。

し
い
で
す
。

指
田
　
羽
村
は
商
工
会
の
女
性
部
が
活
発
で
全

国
大
会
に
行
っ
た
り
も
し
て
い
る
の
で
驚
き
で
す
。

小
林
　
今
は
世
の
中
の
流
れ
で
女
性
社
長
が
増

え
て
い
る
の
で
、そ
う
い
う
人
た
ち
に
入
っ
て
い

た
だ
き
、参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

小
峰
　
本
会
に
な
る
と
女
性
が
私
一
人
で
出
に

く
い
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、小
町
さ
ん
が

事
務
局
長
に
な
っ
て
、女
性
同
士
な
の
で
相
談

し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。次
の
高
橋
さ
ん
も

し
っ
か
り
と
し
た
方
な
の
で
、ぜ
ひ
女
性
部
会

の
こ
と
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

田
中
　
私
は
支
部
の
バ
ス
研
修
が
と
て
も
印
象

的
で
、普
段
お
会
い
で
き
な
い
人
と
会
え
る
の

が
楽
し
み
で
し
た
。支
部
活
動
を
さ
ら
に
活
性

化
さ
せ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
。

小
林
　
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
が
届
い
て
い

な
い
と
い
う
人
も
い
る
の
で
、F
A
X
以
外
の

方
法
を
考
え
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

石
井
　
メ
ー
ル
だ
と
確
実
に
本
人
に
届
く
の
で

メ
ー
ル
の
方
が
い
い
で
す
ね
。

小
町
　
ア
プ
リ
で
管
理
す
る
方
法
も
あ
る
の

で
、全
会
員
さ
ん

は
難
し
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、役

員
さ
ん
へ
の
お
知

ら
せ
な
ど
か
ら
考

え
て
い
き
ま
す
。

石
井
　
活
動
に
魅
力
が
あ
る
か
と
い
う
の
は
参

加
し
て
み
な
い
と
分
か
り
ま
せ
ん
。い
か
に
し

田
中
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。こ
こ
か
ら

は
フ
リ
ー
ト
ー
ク
と
し
て
、最
近
の
法
人
会
に

つ
い
て
の
思
い
を
語
っ
て
く
だ
さ
い
。

石
井
　
法
人
会
は
公
益
団
体
な
の
で
、１
つ
の

こ
と
を
や
ろ
う
と
い
う
発
想
さ
え
あ
れ
ば
人

も
集
ま
り
ま
す
。既
成
の
も
の
だ
け
で
な
く
、

新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
で
い
ろ
ん
な
会
を
つ
く
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
、こ
れ
か
ら
も
活
性
化
し
て

い
く
と
思
い
ま
す
。

指
田
　
昨
年
、石
井
さ
ん
と
一
緒
に
租
税
教
室

の
見
学
へ
行
っ
た
の
で
す
が
、大
変
い
い
取
り

組
み
で
す
。一
般
の
人
に
も
来
て
も
ら
え
る
よ

う
に
、も
っ
と
宣
伝
し
て
ほ
し
い
で
す
。

石
井
　
絵
は
が
き
や
作
文
も
そ
う
で
す
が
、学

校
に
よ
っ
て
受
け
入
れ
て
く
れ
な
い
と
こ
ろ
も

あ
る
。ど
れ
も
非
常
に
す
ば
ら
し
い
も
の
な
の

で
、も
っ
と
多
く
の
方
が
参
加
で
き
る
よ
う
に

な
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

小
峰
　
一
度
、本
会
や
理
事
会
の
と
き
に
、青
年

部
の
皆
さ
ん
に
や
っ
て
い
た
だ
い
た
ら
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

石
井
　
あ
と
は
、江
戸
川
の
法
人
会
で
は
、会

員
さ
ん
の
事
業
所
に
法
人
会
の
証
明
書
を
持
っ

て
い
く
と
割
引
を
受
け
ら
れ
る
と
聞
き
ま
し

た
。特
典
が
あ
る
と
、会
員
増
加
に
つ
な
が
る

と
思
い
ま
す
。

小
峰
　
女
性
部
で
は
羽
村
支
部
が
な
く
な
っ
て

し
ま
い
、福
生
と
統
合
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。ぜ
ひ
、女
性
の
会
員
さ
ん
を
増
や
し
て
ほ

2
0
2
5
年
2
月
14
日
、法
人
会
研
修
室
に
お
い
て
、役
員
を
退
任
さ
れ
た
石
井
勇
監
事
、指
田
勇
副
会
長
、

小
林
英
雄
常
任
理
事
、小
峰
三
枝
子
女
性
部
会
長
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、座
談
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

田
中
英
一
郎
広
報
委
員
長
と
小
町
早
苗
事
務
局
長
が
聞
き
手
を
務
め
、法
人
会
活
動
の
思
い
出
や
法
人
会
の

魅
力
な
ど
を
語
り
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

れ
か
ら
法
人
会
に
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。支
部
活
動
の
思
い
出
と
し
て
は
、リ

ニ
ア
新
幹
線
に
乗
っ
た
こ
と
。飛
行
機
が
離
陸

す
る
と
き
の
よ
う
に
ふ
わ
っ
と
浮
く
感
覚
が
あ

り
、音
が
静
か
で
そ
の
ま
ま
５
０
０
㌔
ま
で
加

速
す
る
。あ
れ
は
い
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

あ
と
は
、本
会
に
入
る
と
西
多
摩
全
体
で
交
流

が
で
き
、な
か
な
か
会
え
な
い
人
と
会
え
る
。

こ
れ
は
法
人
会
な
ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト
だ
と
思

い
ま
す
。

小
林
　
私
自
身
は
瑞
穂
町
の
出
身
で
は
な
い

の
で
、地
域
の
こ
と
が
分
か
ら
な
か
っ
た
。そ
の

た
め
、地
域
の
人
と
知
り
合
お
う
と
、支
部
活

動
や
会
合
に
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
た
。そ
れ

が
認
め
ら
れ
た
の
か
皆
さ
ん
と
も
話
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、幹
事
に
な
り
、副
支
部
長
、支

部
長
と
な
り
ま
し
た
。支
部
長
時
代
は
新
し
い

組
織
づ
く
り
を

行
い
、今
ま
で

の
寄
合
の
よ
う

な
こ
と
は
や
め

て
、法
人
同
士

の
話
し
合
い
が

で
き
る
場
を
目

指
し
ま
し
た
。思

い
出
は
、入
会
当

初
に
伊
藤
会
長
と

一
緒
に
、ベ
ト
ナ
ム

大
使
館
の
大
使
の
講
演
会
へ
行
っ
た
こ
と
。あ

と
は
、小
泉
純
一
郎
氏
を
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
呼
ん
だ

こ
と
。こ
れ
は
、法
人
会
に
入
ら
な
い
と
体
験
で

き
な
か
っ
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

小
峰
　
私
は
井
上
相
談
役
と
河
野
相
談
役
か

ら
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
女
性
部
会
に
入
り
、

入
っ
て
す
ぐ
に
会
計
を
１
年
間
や
り
ま
し
た
。

そ
の
次
の
年
に
は「
次
は
あ
な
た
が
部
会
長
ね
」

と
言
わ
れ
て
、本
当
に
何
も
分
か
ら
な
い
と
こ

ろ
か
ら
始
ま
っ
た
部
会
長
で
し
た
。思
い
出
は
、

昨
年
、絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
を
イ

オ
ン
モ
ー
ル
日
の
出
で
で
き
た
こ
と
。皆
さ
ん

の
お
か
げ
で
無
事
に
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、感

謝
し
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
ぜ
ひ
続
け
て
ほ

し
い
で
す
。あ
と
は
、絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
、こ
れ
が

東
法
連
で
優
秀
賞
を
い
た
だ
け
た
こ
と
。都
内

の
ホ
テ
ル
で
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
発
表
し
た

こ
と
も
思
い
出
に
な
っ
て
い
ま
す
。女
性
部
中

心
に
昨
年
立
ち
上
げ
た
ゴ
ル
フ
愛
好
会
と
着
物

愛
好
会
の
活
動
も
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

平成7年から支部幹事に就任し、その後30年間法人会の活動に
尽力。特に支部長時代は羽村西の指田副会長と同じ時期に「ダブ
ルイサム」として協力しながら羽村全体の活性化を推進。本会役
員としては組織委員長と担当副会長を4期8年務め、会員増強活
動に力をいれ東法連の会員増強表彰を3回受賞。

石井　勇 様
㈲石井商事不動産   
昭和55年以前

羽村東支部長・理事・
常任理事・副会長・監事 ： 通算16年 

法 人 名
法人会入会

：
：

【 趣味 】  スポーツ観戦、旅行

平成21年から支部幹事に就任、それから16年間法人会の活動に尽
力。支部長時代は納涼会を開催し、支部の会員同士が気軽に意見交
換が出来る環境づくりを推進。本会役員としては公益事業委員会の
事業研修部会を担当されコロナ後の時代に求められる研修会の企
画立案に尽力。近年実施している「オンラインセミナー」や「動画セ
ミナー」などITを活用した研修会を実施して好評を得ている。

小林 英雄 様
サクラソニック㈱
平成18年11月13日

瑞穂第一支部長・
理事・常任理事 ： 通算12年

法 人 名
法人会入会

：
：

【 趣味 】  社寺巡り、旅行

平成15年から支部幹事に就任後、22年間法人会の活動に尽力。
特に支部長時代は羽村東の石井監事と同じ時期に「ダブルイサム
」として協力しながら羽村全体の活性化を推進。本会の役員として
は、総務委員長を3期6年務め、「会議の司会は指田常任理事！」と
言われる程に定着し、安定した進行は定評を得ていた。

指田　勇 様
多摩包装工業㈱
昭和55年以前

羽村西支部長・
理事・常任理事・副会長 ： 通算16年 

法 人 名
法人会入会

：
：

【 趣味 】  ゴルフ、美味しいお酒

平成29年より女性部会の三役として会の運営に尽力。翌期の令和
元年より女性部会長として女性経営者の集まる組織の活性化に
努め、令和5年度に担当した「三部会合同講演会」で、絵はがきコ
ンクールに協力頂いている児童をご招待する「菅生高校の吹奏楽
部」のコンサートを企画し、その広報が東法連の優秀賞を受賞す
るなど、絵はがきコンクールの発展に貢献。

小峰 三枝子 様
日本ブレージング工業㈱
昭和55年以前

女性部会長 ： 通算6年

法 人 名
法人会入会

：
：

【 趣味 】 ゴルフ、混成四部合唱、茶道

こみね　　みえこさしだ 　　いさむこばやし 　 ひでおいしい　　 いさむ

西
多
摩
ふ
れ
あ
い
祭
で
の
ド
キ
ド
キ
体
験

新
行
事
の
立
ち
上
げ
な
ど
思
い
出
い
っ
ぱ
い

地
域
に
た
く
さ
ん
の
知
り
合
い
が
で
き
た
！

〜
今
後
法
人
会
に
期
待
す
る
こ
と
〜

参
加
し
な
い
と
良
さ
が
わ
か
ら
な
い

割
引
券
な
ど
の
会
員
特
典
が
あ
る
と
い
い

女
性
会
員
を
増
や
し
て
欲
し
い

〜
法
人
会
の
メ
リ
ッ
ト
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
〜

西
多
摩
全
体
で
交
流
が
で
き
た
！

新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
で
活
性
化
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田
中
　
本
日
は
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。ま
ず
は
お
一
人
ず
つ
、法
人

会
の
思
い
出
な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

石
井
　
私
は
、法
人
会
へ
は
税
理
士
さ
ん
か
ら

の
勧
め
で
入
会
し
、は
じ
め
は
名
前
だ
け
の
よ

う
な
会
員
で
し
た
。平
成
７
年
に
、当
時
の
羽

村
支
部
の
副
会
長
さ
ん
か
ら
羽
村
東
支
部
の

幹
事
を
や
ら
な
い
か
と
言
わ
れ
て
、そ
こ
か
ら

活
動
や
会
合
な
ど
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。一
番
の
思
い
出
は
、羽
村
支
部
が
担
当

し
た
平
成
24
年
の
西
多
摩
ふ
れ
あ
い
祭
。こ
の

と
き
の
講
師
は
猪
瀬
副
知
事
だ
っ
た
の
で
す

が
、当
日
時
間
に
な
っ
て
も
現
れ
ず
、事
務
所
に

電
話
し
て
も
連
絡
が
取
れ
な
い
状
態
で
し
た
。

10
分
ほ
ど
遅
れ
て
到
着
さ
れ
て
、な
ん
と
か

な
っ
た
か
ら
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、担
当
だ
っ
た

の
で
と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

指
田
　
う
ち
は
父
親
が
カ
ナ
ダ
で
旅
行
中
に

亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、ま
っ
た
く
引
継
ぎ

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。だ
か
ら
、商
売
を
し

て
い
る
人
に
情
報
を
聞
き
た
か
っ
た
。そ
ん
な

中
で
、法
人
会
で「
七
転
び
八
起
き
」と
い
う
講

演
会
が
あ
り
、こ
れ
に
と
て
も
感
動
し
て
、そ

て
参
加
さ
せ
る
の
か

を
考
え
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

指
田
　
全
支
部
で
日

程
を
合
わ
せ
て
、一

斉
に
会
員
増
強
を
す

る
日
を
決
め
る
の
は

ど
う
で
し
ょ
う
。

小
町
　
新
入
会
員
さ
ん
に
は
支
部
長
さ
ん
か
ら

声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、必
ず
一
度
会
合
に
参
加

し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
す
る
な
ど
も
考
え
て
い

き
た
い
で
す
。

田
中
　
こ
れ
か
ら
活
躍
さ
れ
る
20
代
、30
代
の
若

い
経
営
者
の
方
に
対
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

小
林
　
議
員
さ
ん
は
２
代
目
、３
代
目
が
い
ま
す

が
、法
人
会
に
は
あ
ま
り
い
な
い
で
す
ね
。二
世
の

人
た
ち
に
も
、ぜ
ひ
入
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

指
田
　
青
年
部
の
活
動
は
活
発
な
の
で
、支
部

に
も
足
を
向
け
て
い
た
だ
き
た
い
。あ
と
は
、ま

ず
仕
事
を
頑
張
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
。法
人
会

は
い
い
息
抜
き
に
な
り
ま
す
。

小
町
　
皆
さ
ん
社
長
さ
ん
な
の
で
、会
社
で

は
息
を
抜
け
な
い
と
思
い
ま
す
。法
人
会
に

来
れ
ば
社
長
さ
ん
同
士
な
の
で
、色
々
な
話

が
で
き
ま
す
。青
梅
法
人
会
は
西
多
摩
全
域

な
の
で
、様
々

な
会
員
さ
ん

が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
ぜ

ひ
、法
人
会
を

活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い

で
す
。

し
い
で
す
。

指
田
　
羽
村
は
商
工
会
の
女
性
部
が
活
発
で
全

国
大
会
に
行
っ
た
り
も
し
て
い
る
の
で
驚
き
で
す
。

小
林
　
今
は
世
の
中
の
流
れ
で
女
性
社
長
が
増

え
て
い
る
の
で
、そ
う
い
う
人
た
ち
に
入
っ
て
い

た
だ
き
、参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

小
峰
　
本
会
に
な
る
と
女
性
が
私
一
人
で
出
に

く
い
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、小
町
さ
ん
が

事
務
局
長
に
な
っ
て
、女
性
同
士
な
の
で
相
談

し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。次
の
高
橋
さ
ん
も

し
っ
か
り
と
し
た
方
な
の
で
、ぜ
ひ
女
性
部
会

の
こ
と
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

田
中
　
私
は
支
部
の
バ
ス
研
修
が
と
て
も
印
象

的
で
、普
段
お
会
い
で
き
な
い
人
と
会
え
る
の

が
楽
し
み
で
し
た
。支
部
活
動
を
さ
ら
に
活
性

化
さ
せ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
。

小
林
　
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
が
届
い
て
い

な
い
と
い
う
人
も
い
る
の
で
、F
A
X
以
外
の

方
法
を
考
え
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

石
井
　
メ
ー
ル
だ
と
確
実
に
本
人
に
届
く
の
で

メ
ー
ル
の
方
が
い
い
で
す
ね
。

小
町
　
ア
プ
リ
で
管
理
す
る
方
法
も
あ
る
の

で
、全
会
員
さ
ん

は
難
し
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、役

員
さ
ん
へ
の
お
知

ら
せ
な
ど
か
ら
考

え
て
い
き
ま
す
。

石
井
　
活
動
に
魅
力
が
あ
る
か
と
い
う
の
は
参

加
し
て
み
な
い
と
分
か
り
ま
せ
ん
。い
か
に
し

田
中
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。こ
こ
か
ら

は
フ
リ
ー
ト
ー
ク
と
し
て
、最
近
の
法
人
会
に

つ
い
て
の
思
い
を
語
っ
て
く
だ
さ
い
。

石
井
　
法
人
会
は
公
益
団
体
な
の
で
、１
つ
の

こ
と
を
や
ろ
う
と
い
う
発
想
さ
え
あ
れ
ば
人

も
集
ま
り
ま
す
。既
成
の
も
の
だ
け
で
な
く
、

新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
で
い
ろ
ん
な
会
を
つ
く
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
、こ
れ
か
ら
も
活
性
化
し
て

い
く
と
思
い
ま
す
。

指
田
　
昨
年
、石
井
さ
ん
と
一
緒
に
租
税
教
室

の
見
学
へ
行
っ
た
の
で
す
が
、大
変
い
い
取
り

組
み
で
す
。一
般
の
人
に
も
来
て
も
ら
え
る
よ

う
に
、も
っ
と
宣
伝
し
て
ほ
し
い
で
す
。

石
井
　
絵
は
が
き
や
作
文
も
そ
う
で
す
が
、学

校
に
よ
っ
て
受
け
入
れ
て
く
れ
な
い
と
こ
ろ
も

あ
る
。ど
れ
も
非
常
に
す
ば
ら
し
い
も
の
な
の

で
、も
っ
と
多
く
の
方
が
参
加
で
き
る
よ
う
に

な
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

小
峰
　
一
度
、本
会
や
理
事
会
の
と
き
に
、青
年

部
の
皆
さ
ん
に
や
っ
て
い
た
だ
い
た
ら
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

石
井
　
あ
と
は
、江
戸
川
の
法
人
会
で
は
、会

員
さ
ん
の
事
業
所
に
法
人
会
の
証
明
書
を
持
っ

て
い
く
と
割
引
を
受
け
ら
れ
る
と
聞
き
ま
し

た
。特
典
が
あ
る
と
、会
員
増
加
に
つ
な
が
る

と
思
い
ま
す
。

小
峰
　
女
性
部
で
は
羽
村
支
部
が
な
く
な
っ
て

し
ま
い
、福
生
と
統
合
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。ぜ
ひ
、女
性
の
会
員
さ
ん
を
増
や
し
て
ほ

2
0
2
5
年
2
月
14
日
、法
人
会
研
修
室
に
お
い
て
、役
員
を
退
任
さ
れ
た
石
井
勇
監
事
、指
田
勇
副
会
長
、

小
林
英
雄
常
任
理
事
、小
峰
三
枝
子
女
性
部
会
長
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、座
談
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

田
中
英
一
郎
広
報
委
員
長
と
小
町
早
苗
事
務
局
長
が
聞
き
手
を
務
め
、法
人
会
活
動
の
思
い
出
や
法
人
会
の

魅
力
な
ど
を
語
り
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

れ
か
ら
法
人
会
に
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。支
部
活
動
の
思
い
出
と
し
て
は
、リ

ニ
ア
新
幹
線
に
乗
っ
た
こ
と
。飛
行
機
が
離
陸

す
る
と
き
の
よ
う
に
ふ
わ
っ
と
浮
く
感
覚
が
あ

り
、音
が
静
か
で
そ
の
ま
ま
５
０
０
㌔
ま
で
加

速
す
る
。あ
れ
は
い
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

あ
と
は
、本
会
に
入
る
と
西
多
摩
全
体
で
交
流

が
で
き
、な
か
な
か
会
え
な
い
人
と
会
え
る
。

こ
れ
は
法
人
会
な
ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト
だ
と
思

い
ま
す
。

小
林
　
私
自
身
は
瑞
穂
町
の
出
身
で
は
な
い

の
で
、地
域
の
こ
と
が
分
か
ら
な
か
っ
た
。そ
の

た
め
、地
域
の
人
と
知
り
合
お
う
と
、支
部
活

動
や
会
合
に
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
た
。そ
れ

が
認
め
ら
れ
た
の
か
皆
さ
ん
と
も
話
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、幹
事
に
な
り
、副
支
部
長
、支

部
長
と
な
り
ま
し
た
。支
部
長
時
代
は
新
し
い

組
織
づ
く
り
を

行
い
、今
ま
で

の
寄
合
の
よ
う

な
こ
と
は
や
め

て
、法
人
同
士

の
話
し
合
い
が

で
き
る
場
を
目

指
し
ま
し
た
。思

い
出
は
、入
会
当

初
に
伊
藤
会
長
と

一
緒
に
、ベ
ト
ナ
ム

大
使
館
の
大
使
の
講
演
会
へ
行
っ
た
こ
と
。あ

と
は
、小
泉
純
一
郎
氏
を
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
呼
ん
だ

こ
と
。こ
れ
は
、法
人
会
に
入
ら
な
い
と
体
験
で

き
な
か
っ
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

小
峰
　
私
は
井
上
相
談
役
と
河
野
相
談
役
か

ら
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
女
性
部
会
に
入
り
、

入
っ
て
す
ぐ
に
会
計
を
１
年
間
や
り
ま
し
た
。

そ
の
次
の
年
に
は「
次
は
あ
な
た
が
部
会
長
ね
」

と
言
わ
れ
て
、本
当
に
何
も
分
か
ら
な
い
と
こ

ろ
か
ら
始
ま
っ
た
部
会
長
で
し
た
。思
い
出
は
、

昨
年
、絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
を
イ

オ
ン
モ
ー
ル
日
の
出
で
で
き
た
こ
と
。皆
さ
ん

の
お
か
げ
で
無
事
に
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、感

謝
し
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
ぜ
ひ
続
け
て
ほ

し
い
で
す
。あ
と
は
、絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
、こ
れ
が

東
法
連
で
優
秀
賞
を
い
た
だ
け
た
こ
と
。都
内

の
ホ
テ
ル
で
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
発
表
し
た

こ
と
も
思
い
出
に
な
っ
て
い
ま
す
。女
性
部
中

心
に
昨
年
立
ち
上
げ
た
ゴ
ル
フ
愛
好
会
と
着
物

愛
好
会
の
活
動
も
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

平成7年から支部幹事に就任し、その後30年間法人会の活動に
尽力。特に支部長時代は羽村西の指田副会長と同じ時期に「ダブ
ルイサム」として協力しながら羽村全体の活性化を推進。本会役
員としては組織委員長と担当副会長を4期8年務め、会員増強活
動に力をいれ東法連の会員増強表彰を3回受賞。

石井　勇 様
㈲石井商事不動産   
昭和55年以前

羽村東支部長・理事・
常任理事・副会長・監事 ： 通算16年 

法 人 名
法人会入会

：
：

【 趣味 】  スポーツ観戦、旅行

平成21年から支部幹事に就任、それから16年間法人会の活動に尽
力。支部長時代は納涼会を開催し、支部の会員同士が気軽に意見交
換が出来る環境づくりを推進。本会役員としては公益事業委員会の
事業研修部会を担当されコロナ後の時代に求められる研修会の企
画立案に尽力。近年実施している「オンラインセミナー」や「動画セ
ミナー」などITを活用した研修会を実施して好評を得ている。

小林 英雄 様
サクラソニック㈱
平成18年11月13日

瑞穂第一支部長・
理事・常任理事 ： 通算12年

法 人 名
法人会入会

：
：

【 趣味 】  社寺巡り、旅行

平成15年から支部幹事に就任後、22年間法人会の活動に尽力。
特に支部長時代は羽村東の石井監事と同じ時期に「ダブルイサム
」として協力しながら羽村全体の活性化を推進。本会の役員として
は、総務委員長を3期6年務め、「会議の司会は指田常任理事！」と
言われる程に定着し、安定した進行は定評を得ていた。

指田　勇 様
多摩包装工業㈱
昭和55年以前

羽村西支部長・
理事・常任理事・副会長 ： 通算16年 

法 人 名
法人会入会

：
：

【 趣味 】  ゴルフ、美味しいお酒

平成29年より女性部会の三役として会の運営に尽力。翌期の令和
元年より女性部会長として女性経営者の集まる組織の活性化に
努め、令和5年度に担当した「三部会合同講演会」で、絵はがきコ
ンクールに協力頂いている児童をご招待する「菅生高校の吹奏楽
部」のコンサートを企画し、その広報が東法連の優秀賞を受賞す
るなど、絵はがきコンクールの発展に貢献。

小峰 三枝子 様
日本ブレージング工業㈱
昭和55年以前

女性部会長 ： 通算6年

法 人 名
法人会入会

：
：

【 趣味 】 ゴルフ、混成四部合唱、茶道

こみね　　みえこさしだ 　　いさむこばやし 　 ひでおいしい　　 いさむ

西
多
摩
ふ
れ
あ
い
祭
で
の
ド
キ
ド
キ
体
験

新
行
事
の
立
ち
上
げ
な
ど
思
い
出
い
っ
ぱ
い

地
域
に
た
く
さ
ん
の
知
り
合
い
が
で
き
た
！

〜
今
後
法
人
会
に
期
待
す
る
こ
と
〜

参
加
し
な
い
と
良
さ
が
わ
か
ら
な
い

割
引
券
な
ど
の
会
員
特
典
が
あ
る
と
い
い

女
性
会
員
を
増
や
し
て
欲
し
い

〜
法
人
会
の
メ
リ
ッ
ト
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
〜

西
多
摩
全
体
で
交
流
が
で
き
た
！

新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
で
活
性
化
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外国人を働くパートナーに外国人を働くパートナーに

ベ
ト
ナ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

　
　
　
　
　
　新
た
な
リ
ズ
ム
創
作

　
多
摩
地
域
に
７
店
舗
を
営
業
す
る

㈱
ホ
ン
ダ
東
京
西（
加
藤
和
夫
社
長
、

本
社
＝
福
生
市
、従
業
員
約
２
０
０

人
）で
は
２
０
１
９
年
か
ら
明
晴
グ
ル
ー

プ（
代
表
取
締
役
　
畢 

煜
、福
生
市
）

と
提
携
し
て「
ベ
ト
ナ
ム
プ
ロ
ジェク
ト
」

が
ス
タ
ー
ト
。ベ
ト
ナ
ム
、ハノ
イ
工
業
大

学
と
の
提
携
が
始
ま
り
ま
し
た
。現
在

６
店
舗
の
サ
ー
ビ
ス
部
門
で
20
歳
代
の

ベ
ト
ナ
ム
人
の
青
年
15
人
が
活
き
活
き

と
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
ユ
ニ
ー
ク
な
点
は
、２
年
間
は
留
学

生
と
し
て
提
携
先
の
日
本
語
学
校
で

学
び
な
が
ら
同
社
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し

ま
す
。こ
う
し
て
日
本
の
社
会
と
自
動

車
の
修
理
現
場
に
触
れ
、日
常
生
活
レ

ベ
ル
の
日
本
語
を
習
得
し
ま
す
。受
け

入
れ
る
会
社
側
は
大
き
な
プ
ラ
カ
ー
ド

に
二
か
国
語
を
記
し
て
、修
理
工
程
を

明
確
に
す
る
な
ど
試
行
錯
誤
を
積
み
重

ね
て
き
ま
し
た
。入
社
後
は
、技
術
を
中

心
に
自
動
車
整
備
の
国
家
資
格
修
得
の

た
め
に
、毎
週

１
回
の
研
修
を

重
ね
て
い
ま

す
。隔
年
で
５

人
ず
つ
が
来
日

し
て
お
り
、現

在
は
３
期
目
。

１
期
生
は
晴
れ

て
国
家
資
格

を
取
得
し
て
、

現
場
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
２
年
間
の
日
本
語
習
得
期
間
の
学

費
の一部
は
同
社
が
奨
学
金
と
し
て
支

出
し
て
い
ま
す
。学
生
の
間
は
日
本
語

学
校
の
新
日
本
学
院
の
学
生
寮
で
生

活
し
て
、就
職
後
は
同
社
が
保
証
人
と

な
っ
て
本
人
が
家
賃
を
負
担
し
、社
会

人
と
し
て
の
生
活
が
進
み
ま
す
。

　
正
社
員
と
し
て
１
年
間
の
実
務
経

験
を
経
て
、日
本
人
で
も
合
格
率
７
割

と
い
う
国
家
整
備
士
３
級
の
学
科
試

験
に
挑
戦
。そ
の
後
、夜
間
の
指
定
さ

れ
た
実
務
研
修
を
経
て
、１
期
生
が
正

式
に
国
家
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

現
在
２
期
生
も
全
５
人
が
学
科
試
験

に
合
格
し
て
、プ
ロ
ジ
ェク
ト
は
成
果
を

み
た
よ
う
で
す
。

　
人
事
部
の
寺
本
達
也
課
長
は「
彼

ら
は
目
的
意
識
が
高
く
、素
直
で
、社

内
ル
ー
ル
も
厳
守
し
て
く
れ
ま
す
。誰

よ
り
も
き
ち
っ
と
挨
拶
す
る
の
は
留
学

生
で
す
。一
期
生
が
優
秀
で
現
場
の
生

産
性
が
向
上
し
て
、日
本
人
ス
タ
ッ
フ

も
刺
激
さ
れ
て
い
ま
す
」と
積
み
上
げ

て
き
た
プ
ロ
ジ
ェク
ト
の
成
果
を
語
って

く
れ
ま
し
た
。

　
１
期
生
と
し
て
来
日
し
た
キ
エ
ン
さ

ん（
28
）は「
日
本
語
を
学
び
始
め
た
こ

ろ
は
、毎
日
自
宅
で
３
時
間
く
ら
い
復

習
し
ま
し
た
。修
理
現
場
で
は
、ゆ
っ
く

り
先
輩
に
話
し
て
も
ら
っ
た
お
陰
で
少

し
ず
つ
理
解
も
で
き
ま
し
た
。３
級
に

合
格
し
て
、念
願
の
雪
国
で
の
ス
ノ
ボ
ー

旅
行
も
楽
し
め
ま
し
た
」と
日
本
で
の

生
活
を
振
り
返
って
い
ま
し
た
。

小
見
出
し

ベ
ト
ナ
ム
プ
ロ
ジ
ェク
ト
が
新
た
な
リ
ズ

ム
創
作
〜（
株
）ホ
ン
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東
京
西
〜
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ベ
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プ
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ス
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ー
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ト
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と
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提
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ま
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す
。

　
ユ
ニ
ー
ク
な
点
は
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年
間
は
留
学

生
と
し
て
提
携
先
の
日
本
語
学
校
で

学
び
な
が
ら
同
社
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し

ま
す
。こ
う
し
て
日
本
の
社
会
と
自
動

車
の
修
理
現
場
に
触
れ
、日
常
生
活
レ

ベ
ル
の
日
本
語
を
習
得
し
ま
す
。受
け

入
れ
る
会
社
側
は
大
き
な
プ
ラ
カ
ー
ド

に
二
か
国
語
を
記
し
て
、修
理
工
程
を

明
確
に
す
る
な
ど
試
行
錯
誤
を
積
み

重
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て
き
ま
し
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。入
社
後
は
、技
術
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心
に
自
動
車
整
備
の
国
家
資
格

修
得
の
た
め
に
、毎
週
１
回
の
研
修
を

重
ね
て
い
ま
す
。隔
年
で
５
人
ず
つ
が

来
日
し
て
お
り
、現
在
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期
目
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期

生
は
晴
れ
て
国
家
資
格
を
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し
て
、

現
場
で
活
躍
し
て
い
ま
す
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２
年
間
の
日
本
語
習
得
期
間
の
学

費
の一部
は
同
社
が
奨
学
金
と
し
て
支

出
し
て
い
ま
す
。学
生
の
間
は
日
本
語

学
校
の
新
日
本
学
院
の
学
生
寮
で
生

活
し
て
、就
職
後
は
同
社
が
保
証
人
と

な
っ
て
本
人
が
家
賃
を
負
担
し
、社
会

人
と
し
て
の
生
活
が
進
み
ま
す
。

　
正
社
員
と
し
て
１
年
間
の
実
務
経

験
を
経
て
、日
本
人
で
も
合
格
率
７
割

と
い
う
国
家
整
備
士
３
級
の
学
科
試

験
に
挑
戦
。そ
の
後
、夜
間
の
指
定
さ

れ
た
実
務
研
修
を
経
て
、１
期
生
が
正

式
に
国
家
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

現
在
２
期
生
も
全
５
人
が
学
科
試
験

に
合
格
し
て
、プ
ロ
ジ
ェク
ト
は
成
果
を

み
た
よ
う
で
す
。

　
人
事
部
の
寺
本
達
也
課
長
は「
彼

ら
は
目
的
意
識
が
高
く
、素
直
で
、社

内
ル
ー
ル
も
厳
守
し
て
く
れ
ま
す
。誰

よ
り
も
き
ち
っ
と
挨
拶
す
る
の
は
留
学

生
で
す
。一
期
生
が
優
秀
で
現
場
の
生

産
性
が
向
上
し
て
、日
本
人
ス
タ
ッ
フ

も
刺
激
さ
れ
て
い
ま
す
」と
積
み
上
げ

て
き
た
プ
ロ
ジ
ェク
ト
の
成
果
を
語
って

く
れ
ま
し
た
。

　
１
期
生
と
し
て
来
日
し
た
キ
エ
ン
さ

ん（28

）は「
日
本
語
を
学
び
始
め
た
こ

ろ
は
、毎
日
自
宅
で
３
時
間
く
ら
い
復

習
し
ま
し
た
。修
理
現
場
で
は
、ゆ
っ
く

り
先
輩
に
話
し
て
も
ら
っ
た
お
陰
で
少

し
ず
つ
理
解
も
で
き
ま
し
た
。３
級
に

合
格
し
て
、念
願
の
雪
国
で
の
ス
ノ
ボ
ー

旅
行
も
楽
し
め
ま
し
た
」と
日
本
で
の

生
活
を
振
り
返
って
い
ま
し
た
。
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人
材
育
成
の
仕
組
み
を
磨
き
上
げ
る

　
日
の
出
町
、あ
き
る
野
市
や
練
馬
区

で
各
種
介
護
サ
ー
ビ
ス
、特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
な
ど
を
運
営
す
る
社
会
福

祉
法
人
サ
ン
ラ
イ
ズ（
神
田
明
啓
理
事

長
、日
の
出
町
平
井
）は
全
従
業
員
約

３
０
０
人
の
う
ち
10
％
近
く
が
外
国

人
で
す
。

　
ベ
ト
ナ
ム
、ミ
ャ
ンマ
ー
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、

中
国
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
国
籍
も
多

様
。特
定
技
能
の
資
格
で
日
本
語
を
学

び
な
が
ら
介
護
の
専
門
学
校
に
在
学
す

る
留
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
、他
の
介
護
施
設

か
ら
の
転
職
者
や
各
種
看
護
や
訓
練
の

有
資
格
者
な
ど
身
分
も
多
岐
に
わ
た

る
人
が
在
籍
し
て
お
り
、現
場
で
の
連

携
が
必
要
不
可
欠
な
職
場
で
す
。

　「
７
年
前
か
ら
国
際
経
済
連
携
協

定
に
応
募
し
て
選
抜
さ
れ
た
人
な
ど
の

受
け
入
れ
は
試
み
て
き
ま
し
た
。支
援

制
度
を
含
め
、こ
の
10
年
で
少
し
ず
つ

充
実
し
て
き
た
と
も
い
え
ま
す
。日
本

人
、外
国
人
を
問
わ
ず
、自
分
た
ち
は

ど
こ
に
向
か
っ
て
仕
事
を
し
て
い
る
の

か
。職
場
の一体
感
を
作
り
、人
を
受
け

入
れ
て
育
て
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て
来

ま
し
た
」と
神
田
理
事
長
。

　
特
徴
は
制
度
への
対
応
や
採
用
後
の

定
着
度
合
い
な
ど
、人
事
部
を
中
心
と

し
た
ス
タ
ッ
フ
の
情
報
交
換
と
こ
ま
め

な
声
掛
け
が
職
場
に
当
た
り
前
に
運

用
さ
れ
て
い
る
品
質
管
理
の
維
持
だ
と

い
い
ま
す
。

　「
外
国
の
方
は
目
標
が
明
確
で
各
自

の
意
識
が
高
い
。介
護
福
祉
士
の
資
格

を
取
得
す
れ
ば
日
本
で
働
き
続
け
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。企
業
と
連
携
し
た

支
援
制
度
も
あ
る
。例
え
ば
各
種
学

校
の
奨
学
金
を
利
用
し
て
語
学
力
が

身
に
つ
け
ら
れ
ま
す
。東
京
都
で
は
、介

護
現
場
の
人
に
対
し
て
家
賃
の
７
／
８

を
支
援
し
て
く
れ
る『
東
京
都
介
護
職

員
宿
舎
借
り
上
げ
支
援
事
業
』が
あ

り
ま
す
。日
本
人
介
護
ス
タ
ッ
フ
に
対

し
て
は
施
設
の
規
模
に
よ
り
割
り
あ
て

に
制
限
が
あ
り
ま
す
が
、外
国
人
ス

タ
ッ
フ
に
は
部
屋
数
は
制
限
を
超
え
て

の
申
請
が
可
能
で
す
。自
然
が
豊
か
で

都
心
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
便
利
な
西
多
摩

は
、優
秀
な
外
国
人
に
と
っ
て
生
活
環

境
も
好
ま
れ
て
い
る
実
感
が
あ
り
ま

す
ね
」と
採
用
状
況
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　「
昨
年
４
月
か
ら
特
定
技
能
の
資
格

で
介
護
福
祉
士
合
格
を
目
指
す
外
国

人
が
現
場
に
い
ま
す
。イ
ス
ラ
ム
圏
の

方
が
休
憩
室
で
祈
る
風
景
が
あ
っ
た

り
、ラ
マ
ダ
ン（
断
食
）の
時
期
は
健
康

を
害
さ
な
い
よ
う
に
体
調
管
理
を
呼

び
か
け
た
り
、制
度
変
更
に
対
応
で
き

る
よ
う
日
本
語
学
校
や
海
外
で
頼
れ

る
協
力
者
を
確
保
で
き
る
よ
う
勉
強

を
積
ん
で
い
き
ま
す
」と
幹
部
ス
タ
ッフ

は
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
よ
う
と

意
欲
満
々
で
し
た
。

　
取
材
を
通
し
て
意
欲
的
な
若
者
が

地
域
の
職
場
に
刺
激
を
与
え
て
い
る
様

子
を
知
り
ま
し
た
。企
業
と
彼
ら
を

結
び
つ
け
る
日
本
語
学
校
、専
門
学
校

の「
学
ぶ
環
境
づ
く
り
」も
製
造
業
、自

動
車
産
業
や
医
療
介
護
施
設
の
多
い

西
多
摩
地
域
に
と
って
は
重
要
だ
と
感

じ
ま
す
。

　
ま
た
受
け
入
れ
る
企
業
側
の「
理
念

や
仕
組
み
づ
く
り
」が
現
場
に
落
と
し

込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。

協
力
＝
新
日
本
学
院（
福
生
市
）、多
摩
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
専
門
学
校（
青
梅
市
）

外国人と一緒に活力ある職場を作り上げている西
多摩地域の自動車販売会社と介護施設の二つの
事業所を紹介します。どちらも「人手不足対策」以
上のすばらしい職場づくりのヒントがありました。

ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  

ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  

▲

外
国
人
誰
も
が
共
有
で
き
る
よ
う
に
複
数
の
言
語
で

　作
成
さ
れ
た
同
ホ
ー
ム
の
ク
レ
ド
（
経
営
理
念
）

　

▲

▲

 研修の様子

～外国人採用の現場から～～外国人採用の現場から～
株式会社ホンダ東京西・社会福祉法人サンライズ

ホンダ
東京西
（福生市）

サンライズ
（日の出町）

▲

定
期
的
な
面
談
で
仕
事
や
生
活
で
の

　不
安
・
悩
み
を
解
決
し
て
い
る

…
…
…

▲プロジェクト１期生のキエンさん
「将来は故郷で修理工場を
やりたいです。そのために
あと10年くらいかかるかな」と
目を輝かせる

【インフォメーション】
㈱ホンダ東京西
本社住所　
〒197-0013　福生市武蔵野台２の34の６
℡042-553-5813
URL
https://www.hondacars-tokyonishi.co.jp/
ベトナムプロジェクト紹介動画
https://www.youtube.com/watch?v=2dC1vnQxNRA
　　
社会福祉法人サンライズ
〒190-0182　西多摩郡日の出町平井3076
℡042-597-2021
URL　https://www.h-sunrise.com

ズームアップでは西多摩での
さまざまな出来事や地域の活性化、
新しい取り組みを、人や団体、企業
などに注目して紹介しています。
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外国人を働くパートナーに外国人を働くパートナーに

ベ
ト
ナ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

　
　
　
　
　
　新
た
な
リ
ズ
ム
創
作

　
多
摩
地
域
に
７
店
舗
を
営
業
す
る

㈱
ホ
ン
ダ
東
京
西（
加
藤
和
夫
社
長
、

本
社
＝
福
生
市
、従
業
員
約
２
０
０

人
）で
は
２
０
１
９
年
か
ら
明
晴
グ
ル
ー

プ（
代
表
取
締
役
　
畢 

煜
、福
生
市
）

と
提
携
し
て「
ベ
ト
ナ
ム
プ
ロ
ジェク
ト
」

が
ス
タ
ー
ト
。ベ
ト
ナ
ム
、ハノ
イ
工
業
大

学
と
の
提
携
が
始
ま
り
ま
し
た
。現
在

６
店
舗
の
サ
ー
ビ
ス
部
門
で
20
歳
代
の

ベ
ト
ナ
ム
人
の
青
年
15
人
が
活
き
活
き

と
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
ユ
ニ
ー
ク
な
点
は
、２
年
間
は
留
学

生
と
し
て
提
携
先
の
日
本
語
学
校
で

学
び
な
が
ら
同
社
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し

ま
す
。こ
う
し
て
日
本
の
社
会
と
自
動

車
の
修
理
現
場
に
触
れ
、日
常
生
活
レ

ベ
ル
の
日
本
語
を
習
得
し
ま
す
。受
け

入
れ
る
会
社
側
は
大
き
な
プ
ラ
カ
ー
ド

に
二
か
国
語
を
記
し
て
、修
理
工
程
を

明
確
に
す
る
な
ど
試
行
錯
誤
を
積
み
重

ね
て
き
ま
し
た
。入
社
後
は
、技
術
を
中

心
に
自
動
車
整
備
の
国
家
資
格
修
得
の

た
め
に
、毎
週

１
回
の
研
修
を

重
ね
て
い
ま

す
。隔
年
で
５

人
ず
つ
が
来
日

し
て
お
り
、現

在
は
３
期
目
。

１
期
生
は
晴
れ

て
国
家
資
格

を
取
得
し
て
、

現
場
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
２
年
間
の
日
本
語
習
得
期
間
の
学

費
の一部
は
同
社
が
奨
学
金
と
し
て
支

出
し
て
い
ま
す
。学
生
の
間
は
日
本
語

学
校
の
新
日
本
学
院
の
学
生
寮
で
生

活
し
て
、就
職
後
は
同
社
が
保
証
人
と

な
っ
て
本
人
が
家
賃
を
負
担
し
、社
会

人
と
し
て
の
生
活
が
進
み
ま
す
。

　
正
社
員
と
し
て
１
年
間
の
実
務
経

験
を
経
て
、日
本
人
で
も
合
格
率
７
割

と
い
う
国
家
整
備
士
３
級
の
学
科
試

験
に
挑
戦
。そ
の
後
、夜
間
の
指
定
さ

れ
た
実
務
研
修
を
経
て
、１
期
生
が
正

式
に
国
家
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

現
在
２
期
生
も
全
５
人
が
学
科
試
験

に
合
格
し
て
、プ
ロ
ジ
ェク
ト
は
成
果
を

み
た
よ
う
で
す
。

　
人
事
部
の
寺
本
達
也
課
長
は「
彼

ら
は
目
的
意
識
が
高
く
、素
直
で
、社

内
ル
ー
ル
も
厳
守
し
て
く
れ
ま
す
。誰

よ
り
も
き
ち
っ
と
挨
拶
す
る
の
は
留
学

生
で
す
。一
期
生
が
優
秀
で
現
場
の
生

産
性
が
向
上
し
て
、日
本
人
ス
タ
ッ
フ

も
刺
激
さ
れ
て
い
ま
す
」と
積
み
上
げ

て
き
た
プ
ロ
ジ
ェク
ト
の
成
果
を
語
って

く
れ
ま
し
た
。

　
１
期
生
と
し
て
来
日
し
た
キ
エ
ン
さ

ん（
28
）は「
日
本
語
を
学
び
始
め
た
こ

ろ
は
、毎
日
自
宅
で
３
時
間
く
ら
い
復

習
し
ま
し
た
。修
理
現
場
で
は
、ゆ
っ
く

り
先
輩
に
話
し
て
も
ら
っ
た
お
陰
で
少

し
ず
つ
理
解
も
で
き
ま
し
た
。３
級
に

合
格
し
て
、念
願
の
雪
国
で
の
ス
ノ
ボ
ー

旅
行
も
楽
し
め
ま
し
た
」と
日
本
で
の

生
活
を
振
り
返
って
い
ま
し
た
。

小
見
出
し

ベ
ト
ナ
ム
プ
ロ
ジ
ェク
ト
が
新
た
な
リ
ズ

ム
創
作
〜（
株
）ホ
ン
ダ
東
京
西
〜

本
文

　
多
摩
地
域
に
７
店
舗
を
営
業
す
る

㈱
ホ
ン
ダ
東
京
西（
加
藤
和
夫
社
長
、

本
社
＝
福
生
市
、従
業
員
約200

人
）

で
は2019

年
か
ら
明
晴
グ
ル
ー
プ（
代

表
取
締
役
　
畢 

煜
、福
生
市
）と
提
携

し
て「
ベ
ト
ナ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
ス

タ
ー
ト
。ベ
ト
ナ
ム
、ハ
ノ
イ
工
業
大
学

と
の
提
携
が
始
ま
り
ま
し
た
。現
在
６

店
舗
の
サ
ー
ビ
ス
部
門
で20

歳
代
の
ベ

ト
ナ
ム
人
の
青
年15

人
が
活
き
活
き

と
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
ユ
ニ
ー
ク
な
点
は
、２
年
間
は
留
学

生
と
し
て
提
携
先
の
日
本
語
学
校
で

学
び
な
が
ら
同
社
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し

ま
す
。こ
う
し
て
日
本
の
社
会
と
自
動

車
の
修
理
現
場
に
触
れ
、日
常
生
活
レ

ベ
ル
の
日
本
語
を
習
得
し
ま
す
。受
け

入
れ
る
会
社
側
は
大
き
な
プ
ラ
カ
ー
ド

に
二
か
国
語
を
記
し
て
、修
理
工
程
を

明
確
に
す
る
な
ど
試
行
錯
誤
を
積
み

重
ね
て
き
ま
し
た
。入
社
後
は
、技
術

を
中
心
に
自
動
車
整
備
の
国
家
資
格

修
得
の
た
め
に
、毎
週
１
回
の
研
修
を

重
ね
て
い
ま
す
。隔
年
で
５
人
ず
つ
が

来
日
し
て
お
り
、現
在
は3

期
目
。１
期

生
は
晴
れ
て
国
家
資
格
を
取
得
し
て
、

現
場
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
２
年
間
の
日
本
語
習
得
期
間
の
学

費
の一部
は
同
社
が
奨
学
金
と
し
て
支

出
し
て
い
ま
す
。学
生
の
間
は
日
本
語

学
校
の
新
日
本
学
院
の
学
生
寮
で
生

活
し
て
、就
職
後
は
同
社
が
保
証
人
と

な
っ
て
本
人
が
家
賃
を
負
担
し
、社
会

人
と
し
て
の
生
活
が
進
み
ま
す
。

　
正
社
員
と
し
て
１
年
間
の
実
務
経

験
を
経
て
、日
本
人
で
も
合
格
率
７
割

と
い
う
国
家
整
備
士
３
級
の
学
科
試

験
に
挑
戦
。そ
の
後
、夜
間
の
指
定
さ

れ
た
実
務
研
修
を
経
て
、１
期
生
が
正

式
に
国
家
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

現
在
２
期
生
も
全
５
人
が
学
科
試
験

に
合
格
し
て
、プ
ロ
ジ
ェク
ト
は
成
果
を

み
た
よ
う
で
す
。

　
人
事
部
の
寺
本
達
也
課
長
は「
彼

ら
は
目
的
意
識
が
高
く
、素
直
で
、社

内
ル
ー
ル
も
厳
守
し
て
く
れ
ま
す
。誰

よ
り
も
き
ち
っ
と
挨
拶
す
る
の
は
留
学

生
で
す
。一
期
生
が
優
秀
で
現
場
の
生

産
性
が
向
上
し
て
、日
本
人
ス
タ
ッ
フ

も
刺
激
さ
れ
て
い
ま
す
」と
積
み
上
げ

て
き
た
プ
ロ
ジ
ェク
ト
の
成
果
を
語
って

く
れ
ま
し
た
。

　
１
期
生
と
し
て
来
日
し
た
キ
エ
ン
さ

ん（28

）は「
日
本
語
を
学
び
始
め
た
こ

ろ
は
、毎
日
自
宅
で
３
時
間
く
ら
い
復

習
し
ま
し
た
。修
理
現
場
で
は
、ゆ
っ
く

り
先
輩
に
話
し
て
も
ら
っ
た
お
陰
で
少

し
ず
つ
理
解
も
で
き
ま
し
た
。３
級
に

合
格
し
て
、念
願
の
雪
国
で
の
ス
ノ
ボ
ー

旅
行
も
楽
し
め
ま
し
た
」と
日
本
で
の

生
活
を
振
り
返
って
い
ま
し
た
。

＋＋＋＋

エ
ト
キ
　

写
真1

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
１
期
生
の
キ
エ

ン
さ
ん

将
来
は
故
郷
で
修
理
工
場
を
や
り
た

い
で
す
。そ
の
た
め
に
あ
と10

年
く
ら

い
か
か
る
か
な
と
目
を
輝
か
せ
る

写
真2

　

写
真3

【
イ
ン
フ
ォ
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シ
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㈱
ホ
ン
ダ
東
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西

本
社
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生
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蔵
野
台
２
の34

の
６

℡042-553-5318
U
RL
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プ
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u
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N
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人
材
育
成
の
仕
組
み
を
磨
き
上
げ
る

　
日
の
出
町
、あ
き
る
野
市
や
練
馬
区

で
各
種
介
護
サ
ー
ビ
ス
、特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
な
ど
を
運
営
す
る
社
会
福

祉
法
人
サ
ン
ラ
イ
ズ（
神
田
明
啓
理
事

長
、日
の
出
町
平
井
）は
全
従
業
員
約

３
０
０
人
の
う
ち
10
％
近
く
が
外
国

人
で
す
。

　
ベ
ト
ナ
ム
、ミ
ャ
ンマ
ー
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、

中
国
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
国
籍
も
多

様
。特
定
技
能
の
資
格
で
日
本
語
を
学

び
な
が
ら
介
護
の
専
門
学
校
に
在
学
す

る
留
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
、他
の
介
護
施
設

か
ら
の
転
職
者
や
各
種
看
護
や
訓
練
の

有
資
格
者
な
ど
身
分
も
多
岐
に
わ
た

る
人
が
在
籍
し
て
お
り
、現
場
で
の
連

携
が
必
要
不
可
欠
な
職
場
で
す
。

　「
７
年
前
か
ら
国
際
経
済
連
携
協

定
に
応
募
し
て
選
抜
さ
れ
た
人
な
ど
の

受
け
入
れ
は
試
み
て
き
ま
し
た
。支
援

制
度
を
含
め
、こ
の
10
年
で
少
し
ず
つ

充
実
し
て
き
た
と
も
い
え
ま
す
。日
本

人
、外
国
人
を
問
わ
ず
、自
分
た
ち
は

ど
こ
に
向
か
っ
て
仕
事
を
し
て
い
る
の

か
。職
場
の一体
感
を
作
り
、人
を
受
け

入
れ
て
育
て
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て
来

ま
し
た
」と
神
田
理
事
長
。

　
特
徴
は
制
度
への
対
応
や
採
用
後
の

定
着
度
合
い
な
ど
、人
事
部
を
中
心
と

し
た
ス
タ
ッ
フ
の
情
報
交
換
と
こ
ま
め

な
声
掛
け
が
職
場
に
当
た
り
前
に
運

用
さ
れ
て
い
る
品
質
管
理
の
維
持
だ
と

い
い
ま
す
。

　「
外
国
の
方
は
目
標
が
明
確
で
各
自

の
意
識
が
高
い
。介
護
福
祉
士
の
資
格

を
取
得
す
れ
ば
日
本
で
働
き
続
け
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。企
業
と
連
携
し
た

支
援
制
度
も
あ
る
。例
え
ば
各
種
学

校
の
奨
学
金
を
利
用
し
て
語
学
力
が

身
に
つ
け
ら
れ
ま
す
。東
京
都
で
は
、介

護
現
場
の
人
に
対
し
て
家
賃
の
７
／
８

を
支
援
し
て
く
れ
る『
東
京
都
介
護
職

員
宿
舎
借
り
上
げ
支
援
事
業
』が
あ

り
ま
す
。日
本
人
介
護
ス
タ
ッ
フ
に
対

し
て
は
施
設
の
規
模
に
よ
り
割
り
あ
て

に
制
限
が
あ
り
ま
す
が
、外
国
人
ス

タ
ッ
フ
に
は
部
屋
数
は
制
限
を
超
え
て

の
申
請
が
可
能
で
す
。自
然
が
豊
か
で

都
心
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
便
利
な
西
多
摩

は
、優
秀
な
外
国
人
に
と
っ
て
生
活
環

境
も
好
ま
れ
て
い
る
実
感
が
あ
り
ま

す
ね
」と
採
用
状
況
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　「
昨
年
４
月
か
ら
特
定
技
能
の
資
格

で
介
護
福
祉
士
合
格
を
目
指
す
外
国

人
が
現
場
に
い
ま
す
。イ
ス
ラ
ム
圏
の

方
が
休
憩
室
で
祈
る
風
景
が
あ
っ
た

り
、ラ
マ
ダ
ン（
断
食
）の
時
期
は
健
康

を
害
さ
な
い
よ
う
に
体
調
管
理
を
呼

び
か
け
た
り
、制
度
変
更
に
対
応
で
き

る
よ
う
日
本
語
学
校
や
海
外
で
頼
れ

る
協
力
者
を
確
保
で
き
る
よ
う
勉
強

を
積
ん
で
い
き
ま
す
」と
幹
部
ス
タ
ッフ

は
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
よ
う
と

意
欲
満
々
で
し
た
。

　
取
材
を
通
し
て
意
欲
的
な
若
者
が

地
域
の
職
場
に
刺
激
を
与
え
て
い
る
様

子
を
知
り
ま
し
た
。企
業
と
彼
ら
を

結
び
つ
け
る
日
本
語
学
校
、専
門
学
校

の「
学
ぶ
環
境
づ
く
り
」も
製
造
業
、自

動
車
産
業
や
医
療
介
護
施
設
の
多
い

西
多
摩
地
域
に
と
って
は
重
要
だ
と
感

じ
ま
す
。

　
ま
た
受
け
入
れ
る
企
業
側
の「
理
念

や
仕
組
み
づ
く
り
」が
現
場
に
落
と
し

込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。

協
力
＝
新
日
本
学
院（
福
生
市
）、多
摩
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
専
門
学
校（
青
梅
市
）

外国人と一緒に活力ある職場を作り上げている西
多摩地域の自動車販売会社と介護施設の二つの
事業所を紹介します。どちらも「人手不足対策」以
上のすばらしい職場づくりのヒントがありました。

ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  

ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  

▲

外
国
人
誰
も
が
共
有
で
き
る
よ
う
に
複
数
の
言
語
で

　作
成
さ
れ
た
同
ホ
ー
ム
の
ク
レ
ド
（
経
営
理
念
）

　

▲

▲

 研修の様子

～外国人採用の現場から～～外国人採用の現場から～
株式会社ホンダ東京西・社会福祉法人サンライズ

ホンダ
東京西
（福生市）

サンライズ
（日の出町）

▲

定
期
的
な
面
談
で
仕
事
や
生
活
で
の

　不
安
・
悩
み
を
解
決
し
て
い
る

…
…
…

▲プロジェクト１期生のキエンさん
「将来は故郷で修理工場を
やりたいです。そのために
あと10年くらいかかるかな」と
目を輝かせる

【インフォメーション】
㈱ホンダ東京西
本社住所　
〒197-0013　福生市武蔵野台２の34の６
℡042-553-5813
URL
https://www.hondacars-tokyonishi.co.jp/
ベトナムプロジェクト紹介動画
https://www.youtube.com/watch?v=2dC1vnQxNRA
　　
社会福祉法人サンライズ
〒190-0182　西多摩郡日の出町平井3076
℡042-597-2021
URL　https://www.h-sunrise.com

ズームアップでは西多摩での
さまざまな出来事や地域の活性化、
新しい取り組みを、人や団体、企業
などに注目して紹介しています。
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令和７年３月吉日

会費区分(資本金額等による）

資本金額  500万円未満

資本金額　

500万円超  3,000万円未満

資本金額　

3,000万円超  5,000万円未満

資本金額　

5,000万円超  1億円未満

資本金額  1億円超

管内に属する関連会社等

ＮＰＯ法人

賛助会員

新会費 （新会費年額）旧会費

1,250円/月

1,875円

2,500円

3,750円

6,250円

1,250円

625円

625円

1,000円/月

1,500円

2,000円

3,000円

5,000円

1,000円

500円

500円

15,000円/年

22,500円

30,000円

45,000円

75,000円

15,000円

7,500円

7,500円

新会費額（月額）
（令和７年４月１日  改定）

謹啓
　時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
平素は、当会の諸活動へのご理解とお力添えを賜り、
会を代表して衷心より篤く御礼申し上げます。
　さて、公益社団法人青梅法人会ではコロナ禍を経
て令和の時代に即し、会員企業の皆様の発展と、地
域社会の貢献に寄与する事を目的として事業に邁進
しております。
　しかし昨今の物価上昇による事業費の高騰や、人
件費の上昇などから、当会が健全な運営を続けてい
くためには、不本意ながら年会費を改定し財政基盤
を強化させることが必要と判断いたしました。
　会費を改定するにあたり、会員企業の皆様のご負
担となることは真に心苦しい処でございますが、当
会が皆様にとって魅力ある有意義なものでなければ
ならないことを改めて認識し、従来行ってきた事業に
ついて一つずつ検討し直し、必要と認められる事業
をスピーディーに創り出し、今回の改定へのご理解
を得られるよう、より一層の努力を重ねてまいります
ので、何卒ご賢察くださりたくお願い申し上げます。
　新しい年会費は別紙のとおりです。会員の皆様に
は、急なお知らせ誠に恐縮ではございますが、どうぞ
よろしくお願い申し上げます。

公益社団法人 青梅法人会会長　菊池 一夫

※今後の社会情勢の変化に伴い、必要と判断された場合は価格
　改定を行わせて頂く事があります。
※今回の価格改定は、令和6年度（令和6年4月1日～令和7年3月
　31日）に入会された会員様には1年間適用致しません。令和8
　年度より新会費を適用させて頂きます。
※令和7年度の年会費は、6月にご請求させて頂きます。

会員の皆様

敬白

◆ 税務に関する研修会 ◆ 経営・業務改善研修会  ◆ 税の提言に関する事業

① オンラインセミナー

③ 労務管理セミナー

④ 社員研修会

② 生成ＡＩ実践型セミナー　

⑤ 経営者向けセミナー

⑥ ビジネス交流会    

令和７年度事業予定 年会費改定のご案内

① 新設法人説明会

4/3　5/14　8/22　10/6　11/13　2/13　3/17

各支部、部会事業報告会にて実施

９月予定

９月予定

11月 （ 霞共益会館 ・ あきる野ルピア ）

11月予定

1月

5/9    7/7     9/11  11/5   1/16     3/24

② 決算法人説明会

③ 令和7年度税制改正説明会

④ 女性部会税務研修会

⑤ 年末調整制度改正説明会

⑥ 年末調整事務担当者向け説明会

⑦ 年末調整事務担当者向オンラインセミナー

⑧ 確定申告説明会

ⅰ

ⅱ

ⅲ

 ⅳ

ⅴ

ⅵ

ⅶ

ⅰ

ⅱ

ⅲ

ⅳ

ⅴ

ⅰ

ⅱ

日商簿記 3 級講座 

決算書の見方

はじめての経理実務

給与計算実務

社会保険実務講座

Excel 初級・中級講座

年末調整・法定調書講座

ⅰ

ⅱ

ⅰ

ⅱ

春の社員研修会

秋のフォローアップ研修

4/7- 8 （ 新入社員向け ）

9 月

女性向け  生成ＡＩ実践セミナー

生成 AI を活用した
業務効率化への応用方法

生成 AI を活用した
ブログ・チラシの作り方

生成 AI を活用した
SNS 集客 UP の作り方

スペシャル　もっと便利に AI

5/22 ～ 7/16

7/3 ～ 7/30

10/9 ～ 11/5

11/13 ～ 12/10

1/22 ～ 2/18

8 月予定

11 月予定

ⅰ

ⅱ

ⅲ

 ⅳ

ⅴ

令和８年度税制改正要望事項
とりまとめ東法連提出

税制改正要望高知全国大会

全国女性フォーラム北海道大会

全国青年の集い山梨大会

地元首長国会議員に対する
陳情活動

4 月

10/16

9/18

11/20 ～ 21

11 月

◆ 会員交流事業

ⅰ

ⅱ

ⅲ

 ⅳ

ⅴ

ⅵ

ⅶ

源泉・青年部会合同ゴルフ大会

本会会員交流ゴルフ大会

青年部会ＢＢＱ大会

各支部交流事業

ワクワクゴルフ愛好会ゴルフ大会

着物愛好会浴衣で
花火大会を楽しみましょう

新年賀詞交歓会

5/20

9 月

9/7

通年

5/12

8 月

1 月

◆ 会議等

ⅰ

ⅱ

第 14 回通常総会

令和 7 年度納税表彰式

6/3

11/12

◆ 社会貢献事業

ⅰ

ⅱ

ⅲ

 ⅳ

ⅴ

献血支援活動
（ 秋川支部 ・ 瑞穂第二 ・ 青年部会 ）

西多摩ふれあい講演会
（ 秋川流域担当 ）

三部会合同公演会（ 源泉部会担当 ）

青梅マラソン支援活動
（ 青梅第一西部 ・ 青年部会 ）

企業の森下草刈り

日程未定

11 月予定

2 月

6 月

カスタマーハラスメント対策セミナー

危機管理セミナー

5/28

9 月予定

5/23

5/30

6/13

6/27

7/11

事業承継セミナー

補助金セミナー

10 月予定

日程未定

日程未定

▲青梅法人会公式サイト
事業予定カレンダー

法人会の最新情報は以下よりご確認いただけます
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令和７年３月吉日

会費区分(資本金額等による）
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1,875円

2,500円
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1,000円/月
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3,000円
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1,000円

500円

500円
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30,000円
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7,500円

新会費額（月額）
（令和７年４月１日  改定）
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　時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
平素は、当会の諸活動へのご理解とお力添えを賜り、
会を代表して衷心より篤く御礼申し上げます。
　さて、公益社団法人青梅法人会ではコロナ禍を経
て令和の時代に即し、会員企業の皆様の発展と、地
域社会の貢献に寄与する事を目的として事業に邁進
しております。
　しかし昨今の物価上昇による事業費の高騰や、人
件費の上昇などから、当会が健全な運営を続けてい
くためには、不本意ながら年会費を改定し財政基盤
を強化させることが必要と判断いたしました。
　会費を改定するにあたり、会員企業の皆様のご負
担となることは真に心苦しい処でございますが、当
会が皆様にとって魅力ある有意義なものでなければ
ならないことを改めて認識し、従来行ってきた事業に
ついて一つずつ検討し直し、必要と認められる事業
をスピーディーに創り出し、今回の改定へのご理解
を得られるよう、より一層の努力を重ねてまいります
ので、何卒ご賢察くださりたくお願い申し上げます。
　新しい年会費は別紙のとおりです。会員の皆様に
は、急なお知らせ誠に恐縮ではございますが、どうぞ
よろしくお願い申し上げます。

公益社団法人 青梅法人会会長　菊池 一夫

※今後の社会情勢の変化に伴い、必要と判断された場合は価格
　改定を行わせて頂く事があります。
※今回の価格改定は、令和6年度（令和6年4月1日～令和7年3月
　31日）に入会された会員様には1年間適用致しません。令和8
　年度より新会費を適用させて頂きます。
※令和7年度の年会費は、6月にご請求させて頂きます。
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秋のフォローアップ研修
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9 月

女性向け  生成ＡＩ実践セミナー

生成 AI を活用した
業務効率化への応用方法

生成 AI を活用した
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10/16

9/18

11/20 ～ 21

11 月

◆ 会員交流事業
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源泉・青年部会合同ゴルフ大会

本会会員交流ゴルフ大会
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（ 秋川流域担当 ）

三部会合同公演会（ 源泉部会担当 ）
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企業の森下草刈り
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危機管理セミナー

5/28

9 月予定
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補助金セミナー
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▲青梅法人会公式サイト
事業予定カレンダー

法人会の最新情報は以下よりご確認いただけます
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お問合わせ：株式会社　原美装
〒198-0061　青梅市畑中1-23-1　TEL.0428-22-3458　FAX.0428-23-3494

KODAMA19  ※18p、19pの記事は会員企業よりご提供いただいた情報で作成されています。
掲載をご希望の方は、青梅法人会広報委員会までご連絡をお願いいたします。（掲載は有料となります。）
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x
元気な毎日を過ごすためのポイント

医療法人社団新町クリニック　産業保健統括部長

今回の
テーマ

望月友美子

健康
にアプローチ

　新町クリニックは今年、創立 30 周年・新棟建設と
いう飛躍の年を迎えました。4月から正式オープンで、
長年の皆さまからのご支援のたまものです。これか
らもよろしくお願いします。
　私がクリニックの一員となって早 5 年、都心にも
数多ある医療機関・健診機関と比べると、我らが「新
クリ」は自然豊かな地域において、予防医療の最前
線基地として進化し続けていることが転職と移住の
決め手でした。
　特に私は公衆衛生・予防医学が専門で、健康診断
や産業医活動などを通じて住まう人や働く人の健康
づくりの伴走者・支援者の役割を担っていますが、
皆さんとクリニックや会社で実際にお目にかかれる
時間は限られます。また、受診者や患者、従業員で
ある前に一人の生活者としてご自身の人生を歩んで
いる方々に、断面的で数値化されたデータによる判
定や診断という形で他者が「判断」した結果をお返
ししますが、これを皆さまの生活や人生に紐づけて
現在から過去を振り返る「健康通信簿」として、こ
こからどうすればよいか未来をご一緒に作る機会が
私の考える「健康診断」や「結果説明」です。「また
来年（次回）お目にかかりましょう」「あれからこう
なったと自慢しに来てくださいね」とその方の明日
につなげられるように心がけています。皆さんが健
診を受ける際にもそんなことを考えてみてはいかが
でしょう？

　ところで、人が元気に生きるということにおいて、
本業の施設の中だけでは伝えきれないこと、つなぎ
きれないことが多々あります。住んでみて分かった
西多摩での生活は、衣食住に加え＜遊＋働＋人＞の
魅力にあふれ、いろんな方々がいろんな場所で感情
やエネルギーの交換をしているように思います。健
診の現場やまちなかで出会う生き生きとした先輩か
ら教えていただく「知恵」や「経験」もあります。
　そんな地域の「いま・ここ」を生の声や音楽で届
けたい、と青梅の友人たちとインターネットラジオ
番組（ラジオ Ome＋）を始めました。コロナ禍で人
と会えない月日を経たからこそ、何らかの事情で外
に出られない方々などにも寄り添える「ラジオ」に
なれたら、とぼちぼちと続けています。個人や企業
のサポーターやリポーター、ゲストなど絶賛募集中
です。
　健康を損なうのも育むのも地域です。そこには人
のつながり（縁）がありますが、健康とは自分で決
める人生を歩む力であり資源でもあります。それが
自然と生まれる、わき出るようなまちにしたいと、
仲間たちと日々邁進しているところです。またいつ
かどこかでお目にかかりましょう。

多摩の人と企業をもっと元気に！～健康が、生まれるまち～多摩の人と企業をもっと元気に！～健康が、生まれるまち～

問い合わせ：医療法人社団新町クリニック

info@shinmachi-cl.com

気持ちは社会のお医者さん
「青梅さん、今日の調子はいかがですか？」

「ラジオOme+」発祥のシネマネコにて
（ラジオOme+　で検索、過去アーカイブも無料で聞けます）
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　羽村市在住の河戸映さん(50)は、主に女子のプロゴ
ルファーに帯同するプロキャディとして活躍しています。
　2024 年には、高橋彩華プロ、鈴木愛プロ、竹田麗
央プロなどのキャディを務め、8月の北海道meijiカップ
では竹田プロを優勝に導きました。
　早稲田大学出身の河戸さんは、大学時代にゴルフに
打ち込み、卒業後は一般企業に就職。１年半ほど勤め
たものの、プロゴルファーの夢を追って研修生としてゴル
フ場に転職しました。「今はジュニアの大会に出場してプ
ロを目指す人が多いですが、当時はゴルフ場に所属する
のが普通でした。ゴルフ場で働きながら空いている時間
に練習をして、このときにキャディの仕事も経験しました」
と振り返ります。

　「プロになる、あるいはプロを目指すレベルにある人は、
みんな素晴らしい技術を持っています。プロとアマの一
番の違いは、練習通りのプレーができるメンタルの強さ
です。私自身は技術もそうですが、精神面の弱さもあり、
プロは厳しかった」。プロをあきらめ、塾講師や介護施
設の職員など、しばらく職を転 と々していた河戸さん。
2011年に転機が訪れます。
　知人からの誘いで女子プロのトーナメントを観にいく
と、その場でキャディの仕事が舞い込みました。プロに
帯同してゴルフ場へ行くと、ほかのプロや関係者とも話す
ようになり、そこから少しずつ仕事が増えていきました。

　優勝が決まる一打にはメディアや観客が付いてきて華
やかですが、それ以上に緊張する場面があるそうです。
「上位争いをしているときはうまくいっていることが多いの
で、選手も気分よくプレーできています。一番緊張する
のは、予選通過ライン。スコアや相手のことを意識すると、
練習通りのプレーができなくなってしまいます。前向きな
言葉をかけて、できるだけ普段通りに接するよう気を付
けています。若い選手が多いので、話を合わせるために
アニメや芸能ニュースのチェックは欠かせません」と笑顔
で語ります。
　日本の大会は主に３月～11月に行われます。この９ヶ
月間はほぼスケジュールが埋まっており、常にゴルフ場
にいるといいます。忙しいですねと聞くと、「今は専業で
すが、レッスンプロの資格を取って、オフの期間にも仕
事をしたいと考えています。ありがたいことに、最近では、
キャディにもスポンサーがついてくれることが増えました。
私のスポンサーになってくださる方、オフの期間のお仕
事も募集しています」。選手と喜びを分かち合う河戸さ
んの笑顔のそばに、西多摩の会社のロゴが映りこむ日が
楽しみです。

人
ゴルファーを支えるプロキャディ

河戸  映 さん
かわと　  えい

代表取締役

I  N F O R M A T I O N

株式会社 JJ Company

プロゴルファーを目指して研修生に

TEL 080-1142-3532
メール　ei-kawato.1204@i.softbank.jp
お問い合わせなどはメールへ

▲
 

竹
田
プ
ロ
と
河
戸
さ
ん

プロとアマの違い

優勝争いよりも緊張する場面

h u m a nKODAMA21  
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地
元
の

お
す
す
め 

飲
食
店

〜
法
人
会
推
薦
〜

営
業
マ
ン
か
ら
豆
腐
屋
に

　
車
好
き
な
大
久
保
さ
ん
は
、
大
学
を
卒
業
後
、

自
動
車
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
営
業
マ
ン
と
し
て
入
社
。

２
年
ほ
ど
勤
め
、
社
会
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
キ
ル
な
ど
を
学
び

ま
し
た
。
25
歳
の
と
き
、
祖
父
の
豆
腐
店
で
修

業
を
始
め
る
と
「
祖
父
の
店
は
卸
売
り
が
中
心

で
、
価
格
競
争
で
値
段
を
下
げ
ざ
る
を
得
ず
、

つ
く
り
た
い
も
の
が
つ
く
れ
な
か
っ
た
。
原
材

料
か
ら
自
分
で
選
び
、
お
客
さ
ん
に
手
渡
す
ま

で
一
貫
し
て
で
き
る
豆
腐
屋
を
や
ろ
う
」
と
独

立
を
決
意
。
３
年
間
修
業
を
し
て
、
２
０
１
６

年
に
28
歳
で
「
と
う
ふ
工
房
ゆ
う
」
を
開
業
し

ま
し
た
。

　
青
梅
を
選
ん
だ
の
は
「
自
然
が
好
き
で
、
車

で
よ
く
青
梅
や
奥
多
摩
に
来
て
い
た
か
ら
」
と

い
う
大
久
保
さ
ん
。「
最
初
の
２
〜
３
年
は
、
な

か
な
か
売
れ
ず
に
厳
し
か
っ
た
で
す
。
地
域
の

イ
ベ
ン
ト
に
出
店
し
て
お
か
ら
ド
ー
ナ
ツ
を

売
っ
た
り
、
豆
腐
の
試
食
を
し
て
も
ら
っ
た
り

し
て
実
際
に
食
べ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
徐
々
に

お
店
に
も
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
人
と
の
繋
が
り
の
大
切
さ
や
モ
ノ
を
売
る

技
術
は
、
営
業
の
仕
事
の
経
験
が
活
き
た
と
思

い
ま
す
」
と
振
り
返
り
ま
し
た
。

　青
梅
市
裏
宿
町
の
「
と
う
ふ
工
房
ゆ
う
」

は
、
厳
選
さ
れ
た
国
産
大
豆
・
国
産
に
が

り
に
こ
だ
わ
っ
た
豆
腐
の
専
門
店
。
祖
父

が
営
ん
で
い
た
東
大
和
市
の
豆
腐
店
で
修

業
し
た
大
久
保
裕
史
さ
ん(

36)

が
、
手

間
を
惜
し
ま
ず
、
丁
寧
に
、
本
物
の
豆
腐

を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

こ
だ
わ
り
の
豆
腐

　
品
種
改
良
を
行
っ
て
い
な
い
在
来
種
の
大
豆

の
み
を
使
用
し
た
「
特
選
よ
せ
と
う
ふ
」
は
、

全
国
豆
腐
品
評
会
２
０
１
７
と
２
０
２
４
で
、

最
優
秀
賞
と
な
る
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
２
度
の
受
賞
は
史
上
初
の
快
挙
。
絹

ご
し
豆
腐
部
門
で
も
「
特
選
絹
ご
し
」
が
金
賞

に
選
ば
れ
、
ダ
ブ
ル
受
賞
も
達
成
し
て
い
ま
す
。

　
大
久
保
さ
ん
は
「
う
ち
の
豆
腐
は
、
甘
み
、

香
り
、
食
感
、
見
た
目
な
ど
の
バ
ラ
ン
ス
の
良

さ
が
特
徴
。
ど
れ
か
に
特
化
す
る
の
で
は
な
く
、

全
体
の
ク
オ
リ
テ
ィ
を
上
げ
て
い
き
た
い
」
と

話
し
、「
豆
腐
づ
く
り
は
、
同
じ
材
料
・
同
じ
製

法
で
つ
く
っ
て
も
、
同
じ
味
に
な
ら
な
い
の
が

面
白
い
と
こ
ろ
。
つ
く
り
手
次
第
で
味
が
変
わ

り
ま
す
。
今

後
は
、
や
る

気
の
あ
る
若

い
人
を
職
人

と
し
て
育
て

て
、
僕
自
身

は
、
豆
腐
を

広
め
る
活
動

も
積
極
的
に

し
て
い
き
た

い
と
考
え
て

い
ま
す
」
と

笑
顔
を
見
せ

ま
し
た
。

法
人
会
が
、
お
す
す
め
の
店
舗
や
食
の
情

報
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
。

今
回
は
、
青
梅
の
豆
腐
専
門
店
「
と
う
ふ

工
房
ゆ
う
」
で
す
。

〒198-0088
東京都青梅市裏宿町 570-7
℡ 0428-84-2470　

　

【とうふ工房ゆう 　店舗情報】
営業時間：午前 10時～午後４時
(売り切れ次第終了 )　
休日：日曜、月曜　

▲人気商品
　上から
　特選よせとうふ、レギュラーセット、青大豆油揚げ

▲工房兼直売所で「日々精進です」と語る大久保さん

▲2024 年の表敬訪問

厳選された
国産大豆を使用

▲

▲濃厚で
　香り豊かな豆腐は
　他では味わえない
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編集後
記 広報委員　半澤比呂美

　ちょうど桜が見ごろの季節となりました。
当法人の介護施設は多摩川の堤防沿いに位置
しているので、毎年、桜の木の下で写真を撮
り、この時期は利用者さんや職員にとっても
楽しみな季節です。先日は地元の桜まつりに
日程を合わせて、地域で活動するいわゆるオ
ヤジバンドを招いて昭和歌謡満載の音楽イベ
ントを開催しました♪
　今年になって新たなことを始めてみよう！
と思い立ち、書道を始めました。「書が心画な
り」というように、心を落ち着けて取り組む
良い時間となっています。たっぷり休む、美
味しいものを食べる、松田聖子のコンサート
に行く♡というように自分を存分に甘やかす
ことを実践しています（笑）　
　あっという間に 3ヶ月経ち令和７年度がス
タートしましたね。光陰矢のごとし。早すぎ
てびっくりです。自分の周りを整えて、庭に
お花でも植えてみようかと思っています。

　令和 7 年 4 月 1 日より青梅法人会事務局に
入職いたしました原嶋 千恵と申します。
　昨年より約一年派遣社員として勤務し、こ
の度職員として採用していただきました。
　まだまだ不慣れなことも多いかとは思いま
すが、会員皆様のお力になれるように努めて
参ります。どうぞ宜しくお願いいたします。

KODAMA163 号をお読みいただきあ
りがとうございました。皆様の感想
をぜひお聞かせください。アンケー
トにお答えいただいた方の中から抽
選で 5 名の方に【QUO カード 1,000
円分】をプレゼントいたします。

▲アンケートは
　こちらから

情報誌 KODAMA 読者アンケート

5名の方に
QUOカード1,000円分  を
　　　　　　　　　　　　　プレゼント！

入職のごあいさつ

青梅法人会では公式 LINE
を立上げました。イベン
トの告知や入会申込もこ
ちらで出来るようになり
ました。是非登録をお願
いします。

公式 LINE アカウント案内！ 広告掲載のご案内
会員事業所の企業・製
品 PR ページの掲載を
しませんか？従来型の
広告ではなく、事業所
やサービスのご紹介に
スポットをあてた内容
をめざしています。ユー
ザー目線の記事内容を
作成したい方、事務局
までお問い合わせくだ
さい。

法人会 事務局
TEL 0428-24-8863

広報委員会からのお知らせ

青梅法人会　新入会員のご紹介 ( 令和 7 年 1 月〜 3 月 )　

所属支部名 事業所名 代表者名 業 種
青梅第一支部 ㈲ブース意匠計画 市 村 安 紀 子 金属加工

奥多摩支部 ㈱なかい 宮 野 啓 一 飲食業
福生支部 ㈱ Asmika 細 谷 真 透 ビルメンテナンス ( 清掃業 )

㈱ B．G Companio 佐 藤 晶 子 製造 ( 販売 )
彩り屋 小 久 保 彩 音 グラフィックデザイン・Instagram 運用代行

羽村西支部 錦総業㈱ 福 田　 錦 内装仕上げ
春栄鉄筋 山 本 春 夫 鉄筋業
明治安田生命保険相互会社　羽村営業所 今 井 春 之 介 生命保険業
㈱ AQUA 岩 﨑 隆 成 建設・不動産
㈱オハナ介護タクシー 古 橋　 誠 介護タクシー

瑞穂第一支部 ㈱アレクト 荻 野 英 治 建設 ( 防水工事 )
㈱フォーティーン 森 田 隆 二 自動車板金塗装業

瑞穂第二支部 ㈱新成 山 田　 晋 建築全般
秋川支部 ㈱アストロノーツ 金城ルベンス 電気工事

㈱東鳳建設 森 田 頼 希 土木工事業・舗装工事業
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